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［資料1］

消費税増税と医療経営
経済財政諮問会議の復権がもたらす激変

ウェルフェアー・J・ユナイテッド株式会社
専務取締役

谷
た に

本
も と

 正
ま さ

徳
の り

我が国の財政は、毎年の多額の国債発行が積み重なり、国際的にも歴史的にも最悪の水準にあります
（太平洋戦争末期と同水準）。欧州諸国のような財政危機の発生を防ぐために、GDP（返済の元手）との
対比で債務残高が伸び続けないよう、収束させていくことが重要です。

（出典：財務省ホームページ　社会保障と税の一体改革について）
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（注） 国際比較のため、債務残高の値は国民経済計算の体系（SNA）に基づく

一般政府ベースのものを使用しており、国及び地方の長期債務残高（利払・
償還財源が主として税財源により賄われる長期債務）とは値が異なる。

（出所） 債務残高は「国債統計年報」（国債及び借入金現在高）等
GDPは「日本長期統計総覧」「国民経済計算」等
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［資料2］ （出典：首相官邸ホームページより）

を
増
や
す
事
は
考
え
て
い
な
い
と
言
い
切
っ
た

こ
と
を
紹
介
し
た
も
の
で
す
。

実
質
G
D
P
成
長
率
と
基
礎
的
財
政
収
支
の

試
算
を
見
る
と
、
G
D
P
が
2
％
成
長
で
推
移

し
た
場
合
で
も
大
き
な
改
善
は
見
込
め
な
い
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
消
費
税
10
％
以
上
の

増
税
と
い
う
可
能
性
自
体
を
封
印
し
て
し
ま
っ

た
こ
と
が
、
医
療
経
営
に
与
え
る
影
響
は
甚
大

で
あ
る
と
認
識
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

財
務
省
は
4
月
27
日
、
2
0
1
3
年
度
末
時

点
の
債
務
超
過
額
が
4
5
1
兆
円
と
一
年
前
と

比
べ
て
4
兆
円
増
加
し
て
過
去
最
高
に
な
っ
た

と
発
表
し
て
い
ま
す
。
資
産
が
伸
び
て
い
る
か

ら
大
丈
夫
だ
と
の
主
張
が
あ
り
ま
す
が
、
負
債

の
伸
び
が
大
き
い
の
が
現
実
で
す
。
資
産
と
負

債
の
差
額
、
つ
ま
り
正
味
の
負
債
は
4
5
0
兆

円
で
ど
ん
ど
ん
と
広
が
っ
て
き
て
お
り
、
国
民

一
人
当
た
り
4
5
0
万
円
と
い
う
数
字
に
な
っ

て
い
ま
す
。
財
務
省
は
現
在
、
日
本
の
現
実
の

財
政
実
態
は「
戦
時
下
と
同
様
」と
感
じ
て
い
る

よ
う
で
す（
資
料
1
）。

経
済
財
政
諮
問
会
議
の
復
権
が

医
療
経
営
に
与
え
る
影
響

消
費
税
を
10
％
以
上
増
税
し
な
い
と
の
方
向

性
の
発
表
に
続
き
、
官
邸
の
動
き
は
、
急
展
開

を
見
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
が
内
閣
府

の「
経
済
財
政
諮
問
会
議
」の
一
連
の
動
き
で
す
。

こ
こ
で
、「
経
済
財
政
諮
問
会
議
」と
は
、
何
な

現
在
の
我
が
国
は
、戦
時
下

当
時
と
同
じ
財
政
レ
ベ
ル

平
成
27
年
4
月
25
日
、
日
本
経
済
新
聞
は
、、

「
財
政
健
全
化
、
は
や
暗
雲
」と
題
す
る
記
事
を

掲
載
し
ま
し
た
。
安
倍
総
理
大
臣
が
昨
年
11
月
、

消
費
税
率
10
％
へ
の
引
き
上
げ
延
期
を
決
め
、

今
年
の
夏
に
新
た
な
財
政
健
全
化
計
画
を
ま
と

め
る
こ
と
を
約
束
し
た
も
の
の
、
13
日
の
衆
議

院
財
務
金
融
委
員
会
で
、
10
％
ま
で
は
消
費
税

を
上
げ
る
が
、
そ
れ
以
上
の
引
き
上
げ
で
税
収

の
か
を
お
さ
ら
い
し
ま
す
。
経
済
財
政
諮
問
会

議
は
内
閣
総
理
大
臣
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
十

全
に
発
揮
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
内
閣
府
に

設
置
さ
れ
た
合
議
制
機
関
で
す
。
そ
の
所
掌
は

①
内
閣
総
理
大
臣
の
諮
問
に
応
じ
て
、
経
済
全

般
の
運
営
の
基
本
方
針
、
財
政
運
営
の
基
本
、

予
算
編
成
の
基
本
方
針
そ
の
他
の
経
済
財
政
政

策
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
の
調
査
審
議
、

②
内
閣
総
理
大
臣
又
は
関
係
各
大
臣
の
諮
問
に

応
じ
て
、
国
土
形
成
計
画
法
に
規
定
す
る
全
国

計
画
そ
の
他
の
経
済
財
政
政
策
に
関
連
す
る
重

要
事
項
に
つ
い
て
、
経
済
全
般
の
見
地
か
ら
政

策
の
一
貫
性
・
整
合
性
を
確
保
す
る
た
め
の
調

査
審
議
、
①
②
に
つ
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
等

に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

メ
ン
バ
ー
は
11
名
以
内
で
、
そ
の
内
訳
は
議

長
で
あ
る
内
閣
総
理
大
臣
及
び
議
員
と
し
て
、

法
定
の
内
閣
官
房
長
官
、
経
済
財
政
政
策
担
当

大
臣（
特
命
担
当
大
臣
）の
他
は
民
間
有
識
者
が

議
員
の
4
割
以
上
と
さ
れ
て
い
る
が
、
慣
例
と

し
て
財
務
大
臣
、
総
務
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、

日
本
銀
行
総
裁
が
就
任
し
て
い
る
。
2
年
任
期

で
あ
る
有
識
者
議
員
は
こ
れ
ま
で
財
界
・
学
会

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
2
名
が
選
出
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
臨
時
議
員
と
し
て
国
務
大
臣
の
参
加
も
認

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
内
閣
総
理
大
臣

が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
、
審
議
会
・
そ
の
他

の
関
係
行
政
機
関
の
長
・
有
識
者
に
資
料
提
出

や
意
見
の
開
陳
、
説
明
等
を
求
め
ら
れ
る
。

会
議
の
開
催
は
定
例
月
1
回
開
催
さ
れ
、
そ
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の
他
内
閣
総
理
大
臣
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合

は
臨
時
会
議
が
開
催
さ
れ
る（
資
料
2
）。

経
済
財
政
諮
問
会
議
か
ら
、

厚
生
労
働
省
は
外
さ
れ
て
い
る

経
済
財
政
諮
問
会
議
の
変
遷
を
振
り
返
っ
て

み
る
。
平
成
13
年（
2
0
0
1
年
）小
泉
内
閣
は
、

与
野
党
の
抵
抗
勢
力
に
対
し
て
内
閣
総
理
大
臣

の
影
響
力
を
拡
大
さ
せ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の

大
蔵
省
主
計
局
主
導
の
予
算
編
成
過
程
を
官
邸

主
導
型
に
転
換
す
る
た
め
経
済
財
政
諮
問
会
議

を
も
っ
と
も
重
要
な
政
策
会
議
と
位
置
づ
け
、

こ
の
会
議
に
お
い
て
概
算
要
求
に
先
立
ち
経
済

成
長
率
な
ど
の
デ
ー
タ
を
検
討
し「
骨
太
の
方

針
」を
打
ち
出
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
復
活
折
衝

が
事
実
上
無
く
な
り
、
与
野
党
幹
部
の
勢
力
を

減
退
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

平
成
21
年（
2
0
0
9
年
）鳩
山
内
閣
の
際
に

は
国
家
戦
略
室
の
設
置
の
た
め
経
済
財
政
諮
問

会
議
は
開
催
さ
れ
な
く
な
っ
た
が
、
平
成
24
年

（
2
0
1
2
年
）の
第
二
次
安
倍
内
閣
で
再
開
さ

れ
た
。

経
済
財
政
諮
問
会
議
の
成
果
と
し
て
は
、
前

述
し
た
予
算
編
成
過
程
の
官
邸
主
導
型
へ
の
改

革
、
そ
の
他
、
金
融
シ
ス
テ
ム
、
郵
政
民
営
化
、

三
位
一
体
、
政
策
金
融
、
規
制
、
税
制
、
経
済
成

長
戦
略
、
歳
出
・
歳
入
一
体
な
ど
の
各
内
閣
に

お
け
る
重
要
な
改
革
に
お
い
て
成
果
を
収
め
て

い
る
。

こ
の「
経
済
財
政
諮
問
会
議
」は
、
小
泉
・
竹

中
路
線
が
発
明
し
た
強
力
な
政
策
決
定
ツ
ー
ル

と
言
え
ま
す
。
こ
の「
ツ
ー
ル
」は
、
医
療
・
介

護
事
業
者
に
と
っ
て
は
大
変
不
都
合
な
仕
組
み

が
内
在
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
議
の
正
の
議
員
に

は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
法
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、

あ
く
ま
で
も
参
考
人
扱
い
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

医
療
や
介
護
の
政
策
が
本
家
の
厚
生
労
働
省
が

メ
イ
ン
で
は
な
く
、
官
邸
・
経
済
財
政
担
当
大

臣
・
財
務
大
臣
・
総
務
大
臣
・
経
済
産
業
大
臣
・

民
間
議
員
主
導
で
決
定
さ
れ
る
可
能
性
が
極
め

て
高
い
状
態
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。医
療
・

介
護
は
社
会
保
障
費
の
増
大
の
あ
ま
り
に
借
金

漬
け
に
な
っ
た
我
が
国
に
と
っ
て
、
最
重
要
課

「経済財政諮問会議」は官邸主導で物事を決定し、断行するためのツール

［資料3］

内閣総理大臣
官邸

内閣総理大臣
官邸

経済財政諮問会議
議長：内閣総理大臣
経済財政諮問会議
議長：内閣総理大臣

財務相

厚生労働相は、この枠組みの外にいる
という冷徹な現実を直視しなければならない。

経済
財政
政策
担当相

経済
産業相

日本
銀行
総裁

内閣
官房
長官

総務相

民間
議員

民間
議員

民間
議員

民間
議員
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題
と
な
っ
た
の
で
、
も
は
や
、
厚
生
労
働
省
と

い
う
一
省
庁
マ
タ
ー
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？（
資
料
3
）

経
済
財
政
諮
問
会
議
の
提
言
が

実
現
す
る
と
…
…
。

「
経
済
財
政
諮
問
会
議
」で
は
、
平
成
27
年
5

月
現
在
、次
の
よ
う
な
提
言
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

・�

疾
病
予
防
・
適
切
な
受
診
行
動
等
の
実
現
に

は
、
デ
ー
タ
活
用
の
徹
底
と
保
険
者
と
被
保

険
者
双
方
の
努
力
を
促
す
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

の
強
化
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
効
率
的
な
病
床
配
置
等
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
医
療
機
関
を
誘
導
す
る
報
酬

体
系
と
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
好
事
例

を
強
力
に
横
展
開
す
る
。

・�

介
護
保
険
に
つ
い
て
も
、
要
介
護
認
定
率
や

一
人
当
た
り
の
給
付
費
の
地
域
差
が
よ
り
保

険
料
水
準
に
反
映
さ
れ
る
仕
組
み
を
構
築
す

る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
者（
市
町
村
）に
よ
る

介
護
予
防
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

・�

高
度
急
性
期
病
床
や
療
養
病
床
が
過
剰
と
な

っ
て
い
る
背
景
に
は
、
収
益
の
高
さ
が
あ
る
。

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
効
果
的
な
病
床
配
置
の
実

現
、
医
療
療
養
か
ら
施
設
療
養
介
護
・
在
宅

へ
の
促
進
等
の
た
め
、
診
療
報
酬
体
系
を

2
0
1
6
年
度
か
ら
大
胆
に
見
直
す
。

［資料4］　4つの医療機能及びそれぞれに属する患者像例� 第7回検討会（平成27年1月29日）資料から抜粋

医療機能の内容 患者像の例

高度�
急性期

•   急性期の患者に対し、状態の早期安定化
に向けて、診療密度が特に高い医療を提
供する機能

•   くも膜下出血に対して、脳動脈瘤クリッピング術を行った。人工呼吸器
を装着し、また点滴、動脈圧測定、導尿カテーテル、鼻腔栄養、ドレーン
など複数の管が入っている。呼吸、脈拍、血圧、体温、尿量等を1～2時間
おきにみて全身状態を観察しながら、集中治療を行っている。

•   心不全に対して、非侵襲的人工呼吸器による呼吸補助を行い、肺動脈圧
測定カテーテルや心エコー、血液検査、レントゲン等で綿密な評価を行
いながら、利尿剤等による治療を実施している。

急性期 •   急性期の患者に対し、状態の早期安定化
に向けて、医療を提供する機能

•   膵臓がんの術後、点滴、腹腔ドレーン、導尿カテーテルなどの複数の管
が入っている。呼吸、脈拍、血圧、体温、尿量等をみて全身状態を観察し
ている。また、手術創や体内に入れた管から出てくる体液を観察してい
る。術後疼痛によりナースコールがあった場合は鎮痛剤の追加を行って
いる。また週に2回ほど血液検査を実施している。

•   慢性閉塞性肺疾患の急性増悪に対して、非侵襲的人工呼吸器による換気
補助療法を実施していたが、脱した。鼻カニューレによる持続酸素吸入
療法、ステロイド薬の全身投与及び気管支拡張薬の吸入による薬物療法
を行っている。

回復期

•   急性期を経過した患者への在宅復帰に向
けた医療やリハビリテーションを提供す
る機能

•   特に、急性期を経過した脳血管疾患や大
腿骨頚部骨折等の患者に対し、ADLの向
上や在宅復帰を目的としたリハビリテー
ションを集中的に提供する機能（回復期リ
ハビリテーション機能）

•   尿路感染症に対し、抗菌薬治療を行った。解熱し、尿路感染症は改善し
たが、高齢でもあり、経口摂取が不十分で、全身状態の回復が遅れてい
る状態。補液を行いつつ、在宅復帰に向けての治療を行っている。

•   大腿骨頚部骨折のため、急性期病院で手術を行った後、回復期リハビリ
テーション病棟のある病院へ転院した。在宅復帰に向けて1日6単位（120
分）のリハビリテーションを行っている。

慢性期

•   長期にわたり療養が必要な患者を入院さ
せる機能

•   長期にわたり療養が必要な重度の障害者
（重度の意識障害者を含む）、筋ジストロ
フィー患者又は難病患者等を入院させる
機能

•   脳幹出血のため、急性期病院へ入院した。意識障害及び人工呼吸器によ
る呼吸補助が長期化し、気管切開を行った。意識障害が続き、さらに長
期にわたる療養が必要なため、療養病床のある病院へ転院し、経鼻胃管
にて栄養剤を注入している。

•   先天性ミオパチーにより幼児期より入院し、寝たきりで体動は少ないが
意識清明。気管切開をし、1日数回の喀痰吸引が必要。胃瘻を造設し、栄
養剤を1日3回注入している。

（出所：厚生労働省　地域医療構想ガイドライン検討会資料）
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・�

地
域
医
療
構
想（
2
0
2
5
年
度
の
医
療
需

要
を
念
頭
に
置
い
た
病
床
の
機
能
分
化
等
）

を
実
質
的
に
前
倒
し
す
る
。
こ
の
た
め
、
診

療
報
酬
体
系
の
見
直
し
に
加
え
、
基
金
の
配

分
や
国
民
健
康
保
険
の
財
政
支
援
制
度
に
つ

い
て
も
、
改
革
を
行
う
自
治
体
へ
の
重
点
配

分
を
2
0
1
5
年
度
か
ら
徹
底
す
る
。
ま
た
、

病
床
再
編
・
地
域
差
解
消
を
促
進
す
る
よ
う
、

医
療
費
適
正
化
の
改
革
が
進
ま
な
い
地
域
に

お
け
る
診
療
報
酬
の
引
下
げ
も
活
用
す
る
。

・�

こ
れ
ま
で
進
ま
な
か
っ
た
病
床
の
適
正
化
や

入
院
医
療
費
の
地
域
間
格
差
の
是
正
を
確
実

に
進
め
る
た
め
、
都
道
府
県
別
の
医
療
提
供

体
制
の
差
を
徹
底
し
た
デ
ー
タ
分
析
に
よ
り

一
層「
見
え
る
化
」し
、
適
切
な
体
制
転
換
を

促
す
。
併
せ
て
、
大
胆
な
病
床
再
編
を
可
能

と
す
る
県
の
権
限
強
化
を
図
る
。

政
策
的
に
追
い
込
ま
れ
る

入
院
施
設
、そ
し
て
自
然
淘
汰

に
追
い
込
ま
れ
る
外
来
医
療

こ
の
よ
う
な
提
言
以
外
に
も
、
社
会
保
障
費

抑
制
の
た
め
の
、
ア
ド
バ
ル
ー
ン
議
論
・
報
道

は
あ
と
を
た
ち
ま
せ
ん
。

「
地
域
医
療
構
想
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
検
討
す

る
会
議
体
で
議
論
さ
れ
て
い
る
内
容
の
最
新
は
、

も
は
や
、
7
：
1
病
棟
の
半
分
削
減
の
話
だ
け

で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
を
ご
存
知
で
し

ょ
う
か
？（
資
料
4
）

［資料5］　地域医療構想の概要

（出所：厚生労働省　地域医療構想ガイドライン検討会資料）

高度急性期、急性期、回復期の病床数の推計
（ガイドラインに基づき都道府県毎に推計）

慢性期の病床数の推計
（ガイドラインに基づき都道府県毎に推計）

○地域医療構想に盛り込まれる病床数については、病床機能（高度急性期・急性期・回復期・慢性期）の別に、都道府県が二次
医療圏等ごとに推計することとされている。
○その推計の考え方・手法について、これまで、政府（内閣官房・厚生労働省）において検討を進めてきたが、先般・「地域医療
構想ガイドライン」としてとりまとめられたところ（27.3.31）。
○このガイドラインに基づき、今後、都道府県において、将来必要となる病床数の目標に係る地域医療構想を策定する。

実際の診療データに基づき、全患者の1日当たり医
療資源投入量を入院経過日数順に並べ、基準に該当
する患者数（人・日）を合算。これにより得られる医療
需要を病床数に換算。

療養病床の入院受療率に現在、地域差があることか
ら、例えば、全国最大レベルの入院受療率を全国中
央値レベルにまで低下させる割合を用いて、地域差
を解消。

全国最大レベル（県単位）の入院受療率を
全国中央値レベル（県単位）にまで低下させる
割合を用いて、二次医療圏ごとに全国最小との
差を等比的に低下する。

【地域差解消手法の基本例】医療資源投入量

高度急性期

急性期

回復期

在宅医療等

回復期

在宅医療等

現在

2025年

最小
（二次医療圏）

最小
（県）

最大
（県）

最大
（二次医療圏）

最小（県） 中央値（県）

225点

600点

3000点

入院からの日数

入院受療率
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特集

病
床
機
能
を
論
じ
る
た
め
の
検
討
資
料
に

「
慢
性
期
」と
い
う
言
葉
が
消
え
て
い
る
の
で
す
。

な
ん
と
、「
高
度
急
性
期
機
能
」、「
急
性
期
機

て
半
減
、
体
は
治
り
き
ら
な
い
が
、
要
介
護
前

の
身
体
に
戻
す
の
で
は
な
く
、「
要
介
護
・
障
害

を
有
す
る
前
の
生
活
の
過
ご
し
方
に
戻
し
て
あ

げ
る
た
め
の
回
復
期
の
ベ
ッ
ド
は
増
加
、
治
す

わ
け
で
も
、リ
ハ
ビ
リ
す
る
わ
け
で
も
な
い「
生

活
を
支
え
る
入
院
医
療
は
在
宅
医
療
に
選
手
交

代
」と
い
う
意
味
に
取
れ
ま
す
。
ま
さ
に
政
策

的
な
誘
導
で
す
。

国
は「
人
間
が
長
期
間
入
院
し
て
い
る
状
態

を
否
定
」し
て
い
る
の
で
す
。
近
年
の
厚
生
労

働
省
近
辺
で
の
流
行
り
言
葉
は「
と
き
ど
き
入

院
、
ほ
ぼ
在
宅
」で
す
。

医
療
療
養
病
床
が
中
心
の
医
療
法
人
は
徹
底

し
て「
介
護
」事
業
を
拡
大
し
て
く
だ
さ
い
。「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」の
看
板
サ
ー
ビ
ス
は

「
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
」、

「
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
」、
そ
し
て

診
療
報
酬
上
の
表
現
で
す
が「
機
能
強
化
型
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」で
す
。
早
め
の
お
取

り
組
み
を
お
勧
め
し
ま
す
。
今
の
医
療
療
養
病

床
中
心
経
営
モ
デ
ル
で
は
生
き
残
れ
な
く
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
病
床
の
地
域
格
差
は
す

さ
ま
じ
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
北
海
道
や
西
日

本
、
九
州
の
よ
う
に
需
給
バ
ラ
ン
ス
と
し
て
、

病
床
が
過
剰
に
余
り
始
め
る
地
域
と
、
東
日
本

の
よ
う
に
病
床
が
過
少
供
給
な
地
域
の
格
差
に

は
驚
愕
し
ま
す（
資
料
6
）。

東
京
都
、
神
奈
川
県
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
を

は
じ
め
、
病
床
過
少
地
域
は
、
在
宅
医
療
を
は

能
」、「
回
復
期
機
能
」、「
在
宅
医
療
等
」と
な
っ

て
い
ま
す（
資
料
5
）。

「
治
す
ベ
ッ
ド
」は
需
給
バ
ラ
ン
ス
に
合
わ
せ

［資料6］　2025年の医療機能別必要病床数の推計結果（都道府県別・医療機関所在地ベース）
2013 年の病床数（千床） 2025年の必要病床数（千床） （参考）将来、介護施設や

高齢者住宅を含めた在宅医
療等で追加的に対応する患
者数（２０２５）（千人） 

一般・療養病床（2013）
※1

4医療機能　合計（2025）
② うち

高度
急性期

うち
急性期

うち
回復期

うち慢性期一般・療養病床（2013）
との差（②−①）

合計
①

うち
一般
病床

うち
療養
病床

パターン
A

パターン
B

パターン
C

パターン
A

パターン
B

パターン
C

パターン
A

パターン
B

パターン
C

パターン
A

パターン
B

パターン
C

全国計 1346.9 1006.2 340.7 1148.5 1181.6 1191.2 ▲198.4 ▲165.3 ▲155.7 130.3 400.6 375.2 242.3 275.5 285.1 336.6 306.1 297.3

北海道 83.6 60.1 23.5 68.7 72.1 73.2 ▲14.9 ▲11.5 ▲10.3 7.3 21.9 20.4 19.0 22.4 23.5 27.7 24.6 23.5

青森県 16.5 13.5 3.0 11.7 11.8 11.8 ▲4.8 ▲4.7 ▲4.7 1.2 4.1 4.2 2.2 2.3 2.4 2.9 2.8 2.8

岩手県 15.0 12.2 2.8 10.5 10.7 − ▲4.5 ▲4.4 − 1.0 3.3 3.7 2.5 2.6 − 2.6 2.4 −

宮城県 21.1 17.9 3.2 18.7 18.8 − ▲2.4 ▲2.4 − 2.3 6.6 6.0 3.8 3.9 − 3.0 3.0 −

秋田県 12.6 10.2 2.4 9.0 9.1 9.1 ▲3.6 ▲3.5 ▲3.5 0.9 3.3 2.5 2.3 2.4 2.4 2.1 2.0 1.9

山形県 12.0 9.9 2.1 9.2 9.3 − ▲2.8 ▲2.7 − 0.9 3.1 2.9 2.3 2.3 − 1.4 1.4 −

福島県 21.5 17.3 4.2 15.1 15.3 15.4 ▲6.4 ▲6.2 ▲6.1 1.5 5.4 5.2 3.0 3.2 3.3 3.6 3.4 3.3

茨城県 27.0 21.0 6.0 21.4 21.7 − ▲5.5 ▲5.2 − 2.2 7.4 7.1 4.7 5.0 − 4.8 4.6 −

栃木県 18.3 14.1 4.2 15.2 15.5 − ▲3.2 ▲2.9 − 1.7 5.4 5.2 2.9 3.2 − 3.7 3.4 −

群馬県 21.0 16.1 4.9 17.2 17.5 17.6 ▲3.8 ▲3.5 ▲3.4 1.7 5.5 6.1 4.0 4.3 4.3 4.1 3.8 3.8

埼玉県 50.6 38.4 12.1 53.1 54.2 − +2.5 +3.6 − 5.5 18.0 16.7 12.9 14.0 − 12.5 11.5 −

千葉県 47.0 37.2 9.8 49.3 50.0 50.0 +2.3 +2.9 +3.0 5.6 17.9 15.3 10.6 11.2 11.2 9.1 8.5 8.5

東京都 108.3 85.7 22.6 111.8 113.9 − +3.5 +5.5 − 15.9 42.3 34.7 19.0 21.1 − 22.1 20.2 −

神奈川県 62.9 49.3 13.5 71.0 72.2 − +8.1 +9.4 − 9.4 25.9 20.9 14.8 16.0 − 13.4 12.3 −

新潟県 23.1 18.1 5.1 18.1 18.3 − ▲5.1 ▲4.9 − 1.7 5.7 5.7 5.0 5.2 − 4.3 4.1 −

富山県 14.4 9.2 5.2 8.9 9.5 9.6 ▲5.5 ▲4.9 ▲4.8 0.9 3.3 2.7 2.0 2.6 2.6 5.2 4.7 4.6

石川県 15.9 11.4 4.5 11.3 11.9 11.9 ▲4.6 ▲4.0 ▲4.0 1.2 3.9 3.7 2.4 3.0 3.1 5.0 4.4 4.4

福井県 10.3 7.8 2.5 7.4 7.6 − ▲2.9 ▲2.7 − 0.7 2.6 2.6 1.4 1.6 − 2.5 2.3 −

山梨県 9.2 6.9 2.3 6.8 6.9 6.9 ▲2.5 ▲2.3 ▲2.3 0.5 2.0 2.6 1.6 1.8 1.8 1.7 1.6 1.5

長野県 20.4 16.2 4.2 16.7 16.8 − ▲3.7 ▲3.6 − 1.9 6.5 5.1 3.2 3.3 − 2.7 2.7 −

岐阜県 18.5 14.7 3.8 14.9 15.0 − ▲3.6 ▲3.5 − 1.7 5.8 4.8 2.6 2.7 − 2.8 2.7 −

静岡県 34.4 23.8 10.6 26.0 26.9 − ▲8.3 ▲7.5 − 3.2 9.1 8.0 5.8 6.6 − 8.2 7.4 −

愛知県 59.2 45.0 14.2 56.6 57.8 57.8 ▲2.6 ▲1.4 ▲1.4 6.9 20.6 19.5 9.6 10.8 10.8 12.8 11.7 11.7

※1：平成25年医療施設調査における病院及び一般診療所の一般病床及び療養病床の合計（2013年10月1日現在）。
（出典：社会保障制度改革推進本部「医療・介護情報の活用による改革の推進に関する専門調査会」第1次報告）

〜 〜 〜 〜〜 〜 〜 〜
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じ
め
と
し
た「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」の
機

能
が
有
効
に
働
く
こ
と
が
常
識
に
な
ら
な
け
れ

ば「
在
宅
療
養
難
民
」で
溢
れ
か
え
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
東
京
都
・
神
奈
川
県
・
埼
玉
県
・
千
葉
県

等
の
医
師
会
は
、ま
さ
に
公
益
法
人
と
し
て「
在

宅
医
療
」の
担
い
手
診
療
所
の
拡
大
が
使
命
と

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

現
在
の
医
療
と
介
護
の
政
策
を
引
っ
張
っ
て

い
る
の
は
何
か
、
を
医
業
経
営
に
携
わ
る
も
の

は
知
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
厚
生
労

働
省
の「
地
域
包
括
ケ
ア
研
究
会
」で
す
。
平
成

20
年
か
ら
、「
地
域
包
括
ケ
ア
研
究
会
報
告
書
」

を
お
よ
そ
年
に
一
度
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
公
表
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
熟
読
す
る
と
医
療
と
介
護

が
ど
の
よ
う
に
政
策
誘
導
さ
れ
て
い
く
か
が
す

べ
て
つ
ま
び
ら
か
に
理
解
で
き
ま
す
。
公
立
中

学
校
区
を
原
則
と
し
て
移
動
時
間
30
分
圏
内
の

「
日
常
生
活
圏
域
」に
お
い
て
、「
医
療
・
介
護
・

生
活
支
援
・
住
ま
い
と
住
ま
い
方
・
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
統
合
し
て
提
供
す
る
仕
組
み
」、

要
す
る
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
関
わ
る「
経
営
者

を
減
ら
す
シ
ス
テ
ム
」で
も
あ
り
ま
す
。
今
ま

で
は
、
地
域
に
商
店
街
が
あ
っ
て
個
別
の
様
々

な
店
が
営
業
し
て
い
て
、
お
豆
腐
屋
さ
ん
、
魚

屋
さ
ん
、
お
肉
屋
さ
ん
等
が
別
々
に
お
客
さ
ん

に
サ
ー
ビ
ス
提
供
し
て
い
た
の
を
や
め
て
、
地

域
に「
イ
オ
ン
」（
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
複
合

施
設
）を
お
い
て「
イ
オ
ン
」全
部
サ
ー
ビ
ス
提

供
を
一
手
に
担
う
仕
組
み
の
こ
と
で
す
。
診
療

所
は「
イ
オ
ン
」の
中
に
入
ら
な
い
と
営
業
不
能

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

ち
な
み
に
、「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」で

い
う
と
こ
ろ
の「
医
療
」は「
看
護
」を
指
す
と
い

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
巨
大
化
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
オ
ラ
ン

〜 〜 〜 〜〜 〜 〜 〜

［資料7］　
2013 年の病床数（千床） 2025年の必要病床数（千床） （参考）将来、介護施設や

高齢者住宅を含めた在宅医
療等で追加的に対応する患
者数（２０２５）（千人） 

一般・療養病床（2013）
※1

4医療機能　合計（2025）
② うち

高度
急性期

うち
急性期

うち
回復期

うち慢性期一般・療養病床（2013）
との差（②−①）

合計
①

うち
一般
病床

うち
療養
病床

パターン
A

パターン
B

パターン
C

パターン
A

パターン
B

パターン
C

パターン
A

パターン
B

パターン
C

パターン
A

パターン
B

パターン
C

全国計 1346.9 1006.2 340.7 1148.5 1181.6 1191.2 ▲198.4 ▲165.3 ▲155.7 130.3 400.6 375.2 242.3 275.5 285.1 336.6 306.1 297.3

三重県 17.3 12.8 4.5 13.3 13.6 13.7 ▲3.9 ▲3.7 ▲3.6 1.4 4.3 4.4 3.3 3.5 3.6 3.6 3.3 3.3

滋賀県 12.8 10.0 2.8 11.1 11.3 − ▲1.7 ▲1.5 − 1.3 3.9 3.6 2.3 2.6 − 2.9 2.7 −

京都府 30.3 23.9 6.4 29.4 29.9 − ▲0.9 ▲0.3 − 3.2 9.5 8.5 8.1 8.7 − 7.9 7.4 −

大阪府 91.4 68.5 22.9 97.7 101.1 101.5 +6.3 +9.7 +10.1 11.8 35.0 31.4 19.5 22.9 23.3 25.5 22.4 22.0

兵庫県 56.2 41.4 14.8 50.5 52.2 52.4 ▲5.7 ▲4.0 ▲3.8 5.9 18.2 16.5 9.9 11.5 11.8 14.6 13.0 12.8

奈良県 14.2 10.9 3.3 12.8 13.0 13.1 ▲1.4 ▲1.2 ▲1.2 1.3 4.4 4.3 2.9 3.1 3.1 2.8 2.6 2.6

和歌山県 13.1 10.2 3.0 9.3 9.5 9.5 ▲3.9 ▲3.7 ▲3.6 0.9 3.1 3.3 1.9 2.1 2.2 2.8 2.6 2.5

鳥取県 7.4 5.6 1.8 5.8 5.9 − ▲1.6 ▲1.6 − 0.6 2.0 2.1 1.1 1.2 − 1.3 1.2 −

島根県 9.2 6.9 2.3 6.2 6.3 6.4 ▲3.0 ▲2.8 ▲2.8 0.6 2.2 1.9 1.5 1.7 1.7 1.8 1.7 1.6

岡山県 26.1 20.8 5.3 19.6 20.0 20.2 ▲6.5 ▲6.0 ▲5.9 2.2 6.8 6.5 4.0 4.5 4.6 5.1 4.7 4.5

広島県 35.2 24.4 10.8 27.5 28.7 29.0 ▲7.8 ▲6.5 ▲6.2 3.0 9.2 9.9 5.3 6.6 6.9 11.8 10.6 10.4

山口県 23.4 13.4 9.9 13.2 14.4 15.7 ▲10.2 ▲9.0 ▲7.6 1.3 4.4 4.6 2.8 4.1 5.4 9.7 8.6 7.4

徳島県 13.3 8.7 4.6 8.2 8.7 9.0 ▲5.1 ▲4.6 ▲4.2 0.7 2.4 3.0 2.0 2.5 2.9 4.5 4.1 3.7

香川県 13.9 10.8 3.0 9.9 10.1 10.1 ▲4.0 ▲3.8 ▲3.7 1.1 3.4 3.4 2.0 2.2 2.3 2.9 2.7 2.7

愛媛県 21.0 15.4 5.6 14.1 14.6 14.7 ▲6.8 ▲6.4 ▲6.2 1.3 4.7 4.8 3.3 3.7 3.9 5.5 5.0 4.9

高知県 16.2 9.5 6.8 9.3 10.2 11.2 ▲6.9 ▲6.1 ▲5.0 0.8 2.8 3.3 2.4 3.2 4.3 6.5 5.7 4.8

福岡県 74.0 51.5 22.5 61.6 64.7 65.4 ▲12.3 ▲9.3 ▲8.5 7.3 21.3 21.1 11.9 14.9 15.7 24.9 22.1 21.4

佐賀県 13.5 8.7 4.8 8.3 8.8 9.1 ▲5.2 ▲4.7 ▲4.4 0.7 2.6 3.1 1.8 2.3 2.7 4.6 4.1 3.8

長崎県 23.3 16.3 7.1 15.4 16.3 16.9 ▲7.9 ▲7.1 ▲6.5 1.5 5.4 5.7 2.9 3.7 4.3 7.5 6.7 6.2

熊本県 31.8 21.8 10.1 19.3 20.4 21.2 ▲12.5 ▲11.4 ▲10.6 1.9 6.0 7.0 4.4 5.4 6.2 10.7 9.7 9.0

大分県 18.9 15.6 3.3 14.4 14.6 14.6 ▲4.4 ▲4.3 ▲4.2 1.3 4.9 5.4 2.8 3.0 3.1 4.2 4.1 4.0

宮崎県 16.5 12.2 4.3 10.5 10.9 11.0 ▲5.9 ▲5.6 ▲5.4 1.0 3.4 4.0 2.2 2.5 2.7 4.5 4.1 4.0

鹿児島県 30.6 20.4 10.3 17.8 18.8 19.9 ▲12.9 ▲11.8 ▲10.7 1.5 5.5 7.0 3.7 4.7 5.8 9.5 8.6 7.5

沖縄県 14.6 10.6 4.0 14.8 15.2 15.3 +0.2 +0.6 +0.7 1.8 5.4 4.7 2.8 3.3 3.4 3.4 3.0 3.0

※1：平成25年医療施設調査における病院及び一般診療所の一般病床及び療養病床の合計（2013年10月1日現在）。
（出典：社会保障制度改革推進本部「医療・介護情報の活用による改革の推進に関する専門調査会」第1次報告）

〜 〜 〜 〜〜 〜 〜 〜
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特集

ダ
の
地
域
包
括
ケ
ア
集
団「
ビ
ュ
ー
ト
ゾ
ル
フ
」

を
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
日
本
も

こ
の
方
向
性
で
す
。
看
護
師
を
中
心
と
し
た
多

職
種
協
働
の
12
名
ほ
ど
の
チ
ー
ム
が
オ
ラ
ン
ダ

の
在
宅
療
養
を
支
え
て
い
る
の
で
す
。

2
0
0
6
年
に
4
人
の
看
護
師
か
ら
始
ま
っ
た

同
組
織
は
、
現
在
、
構
成
員
の
資
格
者
は
看
護

師
中
心
に
8
0
0
0
名
、
日
本
円
で
売
上
高

3
0
2
億
円
で
す
。
医
師
は
、
2
0
2
5
年
に

向
け
て「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」の
中
で
率

先
し
て
司
令
塔
と
な
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
北
海
道
及
び
西
日
本
・
九
州
は
病
床

過
剰
地
域
で
す
。（
資
料
7
）病
棟
の
中
に
籠
城

し
て
い
る
と
医
師
や
看
護
師
等
は
仕
事
が
な
く

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
数
字
だ
け
で
見
る
と
、

地
元
で
仕
事
を
続
け
た
け
れ
ば
、「
在
宅
に
出

る
」し
か
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
し
く
は
、

東
日
本
に「
出
稼
ぎ
」に
出
る
か
。
こ
れ
は
ド
ラ

マ
や
映
画
の
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

シ
ビ
ア
な
お
話
で
す
が
、
人
口
減
少
が
シ
ャ

レ
に
な
ら
な
く
な
り
、
外
来
医
療
は
需
要
の
崖

が
近
づ
い
て
い
ま
す（
資
料
8
）。

「
外
来
を
捨
て
よ
、
在
宅
に
出
よ
う
」と
い
う

の
は
、
言
い
過
ぎ
で
す
が
、
そ
れ
く
ら
い
の
気

概
を
も
つ
在
宅
医
の
増
大
が
国
民
の
ニ
ー
ズ
で

あ
る
こ
と
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

多
く
の
医
療
者
が
在
宅
に
出
る
こ
と
が
、
国

民
の
心
の
安
寧
を
実
現
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る

の
は
ま
ち
が
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

2
0
2
5
年
以
降
、
も
は
や
、
在
宅
に
出
る

こ
と
は
、
医
師
に
と
っ
て
下
野
で
は
な
く「
地

域
と
い
う
名
の
城
の
主
と
な
る
こ
と
」な
の
で
す
。

［資料8］　診療所外来利用者数の将来推計について

33

35

39

43

47

101,059

115,402

127,988

136,488

141,528

400
2011

70000

80000

90000

100000

110000

120000

130000

140000
診療所医師1人1日当たり利用者数
診療所医師数
診療所外来利用者数

500

450

2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055（年度）

478

490

501
505

500

492

482

473

461

446

（出典：東京大学高齢社会総合研究機構「住宅医療推進のための地域における他職種連携研修会テキスト 20130320」）

（万人/日） （万人）

診
療
所
利
用
者
数

診
療
所
医
師
数

○診療所外来利用者数は、「社会保障改革に関する集中検討会議（第十回）（参考資料1－2）医療・介護に係る長
期推計」（平成23年6 月 2 日内閣官房）の現状投影シナリオを用い、同様の方法により延長したもの。
○診療所医師数は、2010年医師・歯科医師・看護師調査を用いて 10年毎に推計、①40歳以上は平成22年簡
易生命表死亡率による死亡減少のみを見込み、②39歳以下は医学部定員（平成24年度以降は一定と仮定）
に対する医療施設従事医師数の比率を一定と仮定して算出した。
医療施設従事医師数のうち、診療所医師数の割合は足下実績で固定した。
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日
本
の
世
界
遺
産
シ
リ
ー
ズ　
3

日
本
の
世
界
遺
産
シ
リ
ー
ズ　
6

鹿
児
島
市
よ
り
南
方
約
1
3
5
㎞
、
県
本
土

の
南
方
約
60
㎞
の
海
上
に
有
す
る
屋
久
島
は
、

周
囲
1
3
2
㎞
、
面
積
が
5
0
5
㎢
ほ
ど
の
小

さ
な
島
で
す
。
ほ
ぼ
円
錐
形
を
し
た
こ
の
島
の

中
心
に
は
、
九
州
の
最
高
峰
で
あ
る
宮
之
浦
岳

（
1
9
3
6
m
）を
は
じ
め
と
し
た
標
高

1
0
0
0
m
以
上
の
山
が
45
座
以
上
あ
り
、
多

く
を
山
岳
部
分
で
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

「
洋
上
ア
ル
プ
ス
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す（
写
真

①
）。
気
温
は
亜
熱
帯
に
位
置
し
て
い
る
た
め
、

平
地
で
は
年
間
平
均
約
20
度
と
温
暖
で
す
が
、

標
高
差
に
よ
り
亜
熱
帯
か
ら
冷
温
帯
の
植
生
分

布
が
み
ら
れ
る
特
異
性
か
ら
、
山
間
部
で
は
、

冬
季
に
は
積
雪
も
見
ら
れ
ま
す（
写
真
②
）。

ま
た
、
気
象
は
多
量
な
雨
が
特
徴
的
で
、「
ひ

世
界
太
古
の
自
然
を
抱
え
る
屋
久
島

鹿
児
島
県
熊
毛
地
区
医
師
会
会
長

田た
の

上う
え

容や
す

祥よ
し

①翁岳（おきなだけ）

②雪の奥岳

③千尋の滝（せんぴろのたき）

 ●10
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の
生
物
の
多
様
性
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
屋
久
島

は
あ
ら
ゆ
る
亜
熱
帯
植
物
の
北
限
で
あ
る
と
同

時
に
、
冷
温
帯
植
物
の
南
限
で
も
あ
り
、
孤
立

し
た
島
で
あ
る
た
め
固
有
種
も
多
く
自
生
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
島
の
西
部
は
海
岸
線
か
ら
山

頂
ま
で
の
植
生
の
垂
直
分
布
が
見
渡
せ
る
非
常

に
貴
重
な
場
所
で
す
。

屋
久
島
で
最
も
有
名
な
も
の
の
一
つ
は
屋
久

杉
で
、
樹
齢
数
千
年
を
生
き
る
巨
木
た
ち
の
原

生
林
は
、
国
指
定
特
別
天
然
記
念
物
に
も
指
定

さ
れ
て
い
ま
す（
写
真
④
、
⑤
、
⑥
）。

屋
久
島
は
、
白
神
山
地
と
と
も
に
自
然
遺
産

と
し
て
1
9
9
3
年
、
日
本
で
初
め
て
世
界
遺

産
登
録
リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

屋
久
島
の
遺
産
登
録
地
は
島
全
体
の
20
％
に

あ
た
る
、
1
0
7
4
7
ha
で
す
。
原
生
自
然
環

境
保
全
地
域
と
、
国
立
公
園
の
特
別
保
護
地
区

及
び
第
一
種
特
別
地
域
に
ほ
ぼ
重
な
る
範
囲
で

す
。
ま
た
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
国
有
林
の
森
林
生

態
系
保
護
地
域
の
保
存
地
区
で
も
あ
り
、
明
治

以
降
は
伐
採
さ
れ
て
い
な
い
地
域
で
す（
写
真
⑦
）。

遺
産
登
録
に
か
か
わ
る
国
際
自
然
保
護
連
合

（
I
U
C
N
）の
屋
久
島
の
調
査
報
告
で
は
、

●�

日
本
の
自
然
景
観
の
重
要
な
要
素
で
あ
り
、

固
有
植
物
で
あ
る
ヤ
ク
ス
ギ
の
す
ぐ
れ
た

育
成
地
で
あ
る
。

と
月
に
35
日
雨
が
降
る
」と
い
わ
れ
る
屋
久
島

の
年
間
平
均
降
水
量
は
平
地
で
約
4
5
0
0
㎜

（
山
間
部
は
8
0
0
0
〜
1
0
0
0
0
㎜
）と
、

日
本
の
年
間
降
水
量
の
2
倍
を
は
る
か
に
超
え

る
量
で
、
そ
の
半
分
近
く
が
5
月
か
ら
8
月
に

集
中
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
屋
久
島
沖
を
流
れ
る
黒
潮
と「
洋

上
の
ア
ル
プ
ス
」と
の
別
名
を
持
つ
屋
久
島
の

山
々
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
で
、
屋
久

島
の
極
め
て
特
殊
な
森
林
植
生
を
生
み
出
し
て

い
ま
す（
写
真
③
）。

こ
の
よ
う
な
気
候
、
地
形
的
条
件
に
よ
り
育

ま
れ
た
屋
久
島
の
自
然
の
特
徴
と
し
て
は
、
そ

④縄文杉

⑤ウィルソン株

⑥屋久杉の森
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●�

各
地
で
急
激
に
減
少
し
て
い
る
照
葉
樹
林

が
原
生
状
態
で
残
さ
れ
て
い
る
。

●�

東
ア
ジ
ア
の
南
か
ら
北
の
植
物
へ
と
、
垂

直
分
布
と
し
て
変
化
す
る
植
生
が
み
ら
れ
る
。

と
、
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

早
春
3
月
と
も
な
れ
ば
、
屋
久
島
の
山
麓
で

は
既
に
暖
か
く
な
る
が
、
山
岳
で
は
ま
だ
ま
だ

冬
の
状
態
で
あ
り
、
低
気
圧
が
日
本
南
部
を
過

ぎ
る
と
シ
ベ
リ
ヤ
大
陸
の
冷
た
い
寒
気
団
は
屋

久
島
ま
で
達
す
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
影
響
を

受
け
て
氷
雨
の
状
態
が
続
き
ま
す
。

低
気
圧
圏
内
で
は
暖
か
い
雨
の
状
態
で
あ
る

が
、
通
過
後
の
寒
気
団
に
は
十
分
注
意
を
必
要

と
し
ま
す
。
過
去
3
回
の
死
亡
遭
難
は
こ
う
し

た
状
態
の
も
と
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

6
月
に
な
る
と
梅
雨
に
入
り
、
降
水
量
も
か

な
り
増
え
て
く
る
が
、
そ
の
長
雨
の
時
期
に
咲

く
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
は
粋
な
姿
で
観
光
客
を
迎
え
て

く
れ
ま
す（
写
真
⑧
）。

7
月
の
中
旬
と
も
な
れ
ば
梅
雨
は
明
け
、
太

平
洋
高
気
圧
が
島
全
体
を
覆
う
よ
う
に
な
る
。

た
だ
、
積
乱
雲
の
発
達
で
午
後
と
も
な
る
と
雷

を
伴
う
降
雨
を
見
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

黒
潮
の
影
響
も
あ
っ
て
、
平
地
の
平
均
気
温

は
27
度
と
高
い
が
、
周
囲
を
海
に
囲
ま
れ
た
海

洋
性
気
候
で
、
内
陸
の
よ
う
な
鬱
陶
し
い
暑
さ

は
感
じ
ま
せ
ん
。
夜
は
毛
布
を
必
要
と
す
る
ほ

ど
涼
し
く
凌
ぎ
や
す
い
で
す
。

た
だ
こ
の
時
期
、
屋
久
島
は
台
風
銀
座
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
、
台
風
が
屋
久
島
近
海
を
通
過

す
る
こ
と
が
多
く
、
10
月
頃
ま
で
襲
来
す
る
台

風
は
島
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
時
が
あ
り

ま
す
。

台
風
を
除
け
ば
9
月
、
10
月
と
変
わ
り
身
の

早
い
移
動
性
高
気
圧
が
次
々
と
訪
れ
好
天
が
続

く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

秋
の
深
ま
り
と
と
も
に
九
州
の
山
々
は
全
容

紅
葉
し
ま
す
が
、
屋
久
島
で
は
常
緑
樹
林
を
形

成
し
て
い
る
た
め
、
伐
採
が
進
ん
だ
二
次
林
か

⑦指定地域マップ屋久島
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⑧ 永田岳とシャクナゲ

愛子岳

モッチョム岳

宮之浦岳
ウィルソン株

縄文杉

永田岳
翁岳

千尋の滝

尾之間

宮之浦

国割岳

永田

永田いなか浜
永田岬

矢筈岬

一湊
口永良部島

栗生

安房

屋久杉自然館

世界遺産登録地域

国立公園地域
は海中公園地区

原生自然環境保全地域

＊2012年に霧島屋久
国立公園から独立し、
“屋久島国立公園”と
なりました。
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1
6
0
0
m
以
上
の
高
峰
で
し
か
紅
葉
を
見
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
沢
登
り
は
気
温
、
降
雨

の
関
係
か
ら
こ
の
シ
ー
ズ
ン
が
最
も
適
し
て
い

て
、
夏
の
観
光
が
主
で
あ
る
屋
久
島
で
す
が
、

秋
に
は
静
か
な
山
を
堪
能
で
き
ま
す
。

秋
も
深
ま
り
冬
を
前
に
す
る
11
月
に
は
、
屋

久
島
と
い
え
ど
も
霧
氷
に
飾
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
で
す
。
平
地
で
は
真
冬
で
も
霜
が
下
り
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
1
8
0
0
m
を
超
え
る

山
間
部
の
登
山
道
で
は
霜
で
真
っ
白
に
な
り
ま
す
。

厳
冬
期
と
も
な
る
と
山
岳
地
帯
は
九
州
本
土

で
も
見
ら
れ
な
い
本
格
的
根
雪
が
み
ら
れ
、
一

夜
に
し
て
1
〜
2
m
の
積
雪
を
見
る
こ
と
も
稀

な
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
夏
本
番
を
む
か
え
る
こ
の
時
期
、

世
界
太
古
の
自
然
を
抱
え
る
屋
久
島
は
、
学
生

の
夏
休
み
、
一
般
等
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え

ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
、
樹
齢
数
千
年
の
屋
久
杉
を

始
め
、
古
来
の
自
然
た
っ
ぷ
り
の
屋
久
島
を
仰

ぎ
見
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か（
写
真
⑨
、
⑩
）。

（
資
料
・
写
真
提
供
：
屋
久
島
町
）

⑨産卵を終えて
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屋久島空港宮之浦港

安房港

指宿

本村港
口永良部島

屋久島

種子島

鹿児島県

島間港

西之表港

鹿児島港

鹿児島空港

フ
ェ
リ
ー

屋
久
島
２ フ

ェ
リ
ー

は
い
び
す
か
す

飛
行
機（
約
35
分
）

高
速
船

ト
ッ
ピ
ー
＆
ロ
ケ
ッ
ト

●鹿児島への空路
東京（羽田／成田）
富士山静岡
名古屋（中部）
大阪（伊丹／関西）
神戸
松山

鹿児島

●屋久島への空路（直行便）
大阪（伊丹）
福岡

屋久島

2時間～2時間10分

約1時間45分

約1時間30分

約1時間15分

約1時間10分

約1時間

約1時間35分

約55分 ⑩永田いなか浜
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西
暦
2
0
0
0
年
12
月
30
日
、
午
前
3

時
に
友
人
二
名
と
筑
紫
野
イ
ン
タ
ー
よ
り

九
州
縦
貫
道
を
ひ
た
走
り
鹿
児
島
へ
。
鹿

児
島
港
発
午
前
8
時
45
分
の
、
フ
ェ
リ
ー

屋
久
島
2
で
一
路
屋
久
島
へ
。
船
室
で
ゴ

ロ
ゴ
ロ
し
て
い
た
ら
屋
久
島
が
見
え
出
し

13
時
に
宮
之
浦
港
到
着
。
車
を
持
っ
て
行

っ
た
の
で
、
ま
ず
は
翌
日
の
コ
ー
ス
の
下

見
に
行
っ
て
み
ま
し
た
。

安
房
か
ら
車
で
上
が
り
、
分
岐
部
を
右

へ
。
竹
内
ま
り
あ
の「
駅
」を
聞
き
な
が
ら

気
持
ち
よ
く
走
っ
て
い
た
ら
道
路
上
に
サ

ル
が
1
匹
い
て
停
車
し
て
見
て
い
た
ら
2
、

3
匹
と
集
ま
り
、
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク
み
た

い
と
笑
っ
て
い
た
ら
、
次
か
ら
次
と
集
ま

り
だ
し
た
の
で
怖
く
な
り
窓
を
閉
め
て
ひ

と
ま
ず
退
散
。
荒
川
口
確
認
、
時
間
も
あ

っ
た
の
で
分
か
れ
道
に
戻
り
左
の
道
を「
ヤ

ク
ス
ギ
ラ
ン
ド
」へ
。30
分
か
ら
1
5
0
分

の
散
策
コ
ー
ス
が
あ
り
、
屋
久
杉
原
生
林

を
見
学
で
き
ま
す
。
安
房
の
町
へ
戻
り
今

宵
の
宿「
民
宿�

華
の
や
」へ
。
31
日
朝
6
時
、

真
っ
暗
な
中
、
車
で
紀
元
杉
に
寄
っ
た
後
、

淀
川
口
で
登
山
の
準
備
。
雨
な
の
で
ゴ
ア

テ
ッ
ク
ス
の
雨
具
を
着
用
し
ザ
ッ
ク
に
も

カ
バ
ー
を
か
け
、
7
時
よ
り
歩
き
始
め
ま

し
た
。
こ
こ
で
明
日
縄
文
杉
で
再
会
す
る
宮

本
先
生
と
別
れ
ま
し
た
。

40
分
ほ
ど
で
淀
川
小
屋
に
つ
き
コ
ー
ヒ

ー
を
飲
み
、
小
花
之
江
河（
1
6
0
0
m
）、�

花
之
江
河（
1
6
3
0
m
）、
投
石
岩
屋
で

味
噌
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
た
後
、
ガ
ス
も
出

て
冷
た
い
雨
・
風
の
中
、
14
時
15
分
に
宮
之

浦
岳（
1
9
3
6
m
）に
到
着
。
あ
ま
り
に

寒
い
の
で
早
々
に
下
山
、
途
中
の
岩
場
の

上
の
水
溜
り
は
凍
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
頃
よ
り
小
雨
も
止
み
薄
暗
い
中
、

新
高
塚
小
屋
に
到
着
。
荷
物
を
お
ろ
し
て

い
る
と
、
目
の
前
に
雄
の
シ
カ
と
遭
遇
し
、

シ
カ
が
じ
っ
と
し
て
い
た
の
で
ビ
デ
オ
撮

影
。
テ
ン
ト
を
張
り
地
鶏
の
炭
火
焼
を
湯

煎
、
サ
ン
マ
缶
、
生
ハ
ム
、
イ
ン
ス
タ
ン

ト
ス
パ
を
つ
ま
み
に
焼
酎
を
飲
み
、
寝
袋

に
入
り
、
紅
白
歌
合
戦
の
最
初
の
2
、
3

曲
を
聞
い
た
と
こ
ろ
で
爆
睡
。
夜
中
に
相

棒
が
ゆ
す
り
ま
す
。「
や
っ
ち
ゃ
ん
、
何
か

外
に
い
る
よ
」「
ガ
サ
ガ
サ
」と
音
が
聞
こ
え
、

暗
闇
の
中
で
ど
き
ど
き
し
ま
し
た
。
音
が

し
な
く
な
っ
た
の
で
テ
ン
ト
か
ら
出
ま
し

た
が
何
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
テ
ン
ト
入

口
に
置
い
て
い
た
炭
火
焼
の
塩
分
を
シ
カ

が
狙
っ
て
き
た
の
だ
そ
う
で
す
。

2
0
0
1
年
元
旦
、
昨
日
と
は
う
っ
て

変
わ
っ
て
、
晴
天
で
木
々
の
水
滴
が
キ
ラ

キ
ラ
と
舞
っ
て
幻
想
的
で
し
た
。
縄
文
杉

に
向
け
、
ま
ず
は
高
塚
小
屋
へ
。
シ
カ
の

雌
と
小
鹿
が
見
守
る
中
、
11
時
30
分
に
縄

文
杉
に
到
着
。
幹
の
瘤
は
堂
々
と
し
て
、

さ
す
が
に
圧
倒
さ
れ
る
存
在
感
で
す
。
帰

り
に
は
ウ
ィ
ル
ソ
ン
株
で
休
憩
し
、
荒
川

口
ま
で
ト
ロ
ッ
コ
道
を
帰
り
ま
し
た
。

屋
久
島
紀
行 

�

全
医
協
連
常
務
理
事

安や
す

元も
と

誠せ
い

司じ
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紀元杉

白谷雲水峡

ウィルソン株

縄文杉

安房林道
小花之江河

花之江河
花之江登山路

淀川小屋

投石岩屋

新高塚小屋

高塚小屋

荒川林道

愛子岳登山歩道

楠川登山歩道

大株登山歩道

至宮之浦港 屋久島
空港

ヤクスギランド

安房

永田岳

宮之浦岳

翁岳
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写真①　パドバ駅

フィレンツェフィレンツェ

ローマローマ

モデナモデナ
ラヴェンナラヴェンナ

イタリアイタリア

パドバパドバ

●①
パ
ド
バ

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
か
ら
北
へ
1
5
0
㎞
、
ロ
ー

マ
時
代
よ
り
産
業
が
発
達
し
た
経
済
的
に
豊
か

な
町
で〝
富
裕
の
町
〟と
呼
ば
れ
た
。
パ
ド
バ
の

人
の
こ
と
を〝
大
学
者
の
パ
ト
ヴ
ァ
人
〟と
呼
称

す
る
。
13
世
紀
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
大
学
を
飛
び
だ
し

た
教
授
、
学
生
ら
に
よ
り
創
立
さ
れ
た
パ
ド
ヴ

ァ
大
学
。
ベ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
の
唯
一
の
大
学

と
し
て
手
厚
い
保
護
を
う
け
て
い
た
。
コ
ペ
ル

ニ
ク
ス
や
ハ
ー
バ
ー
が
学
び
、
ガ
リ
レ
オ
、
ダ

ン
テ
、
ペ
ト
ラ
ル
カ
が
講
義
し
、
世
界
初
の
円

形
階
段
の
解
剖
学
教
室
が
創
設
さ
れ
た
。

パ
ド
バ
駅（
写
真
①
）よ
り
し
ば
ら
く
歩
く
と

運
河
に
出
、
橋（
写
真
②
）を
渡
る
と
左
側
は
公

園
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
横
が
ス
ク
ロ
ヴ
ェ
ー

ニ
礼
拝
堂（
写
真
③
）で
あ
る
。
ジ
ョ
ッ
ト
の
最

高
傑
作
の
フ
レ
ス
コ
画
が
壁
面
を
飾
る
。

す
ぐ
に
は
入
場
で
き
ず
、
フ
レ
ス
コ
画
で
あ

る
の
で
、
文
化
財
保
護
の
た
め
、
温
度
、
湿
度

調
整
室
に
15
分
間
、
20
〜
25
人
の
グ
ル
ー
プ
を

作
り
待
期
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
グ
ル
ー
プ
の
前

後
に
護
衛
が
つ
き
、
入
場
し
た
ら
15
分
間
の
見

学
が
許
さ
れ
る
。
礼
拝
堂
を
入
る
と
30
〜
40
ｍ

奥
に
祭
壇（
写
真
④
）が
あ
り
、
両
側
面
に
聖
母

と
キ
リ
ス
ト
の
生
涯
が
、
一
連
の
物
語
と
し
て

フ
レ
ス
コ
画
で
描
か
れ
て
い
る
。
①
か
ら
㊴
ま

で
の
中
、
代
表
的
題
名
を
上
げ
る
。

フィレンツェと
その近郊の旅 〈第₁回〉

全医協連監事　西
に し

村
む ら

篤
あ つ

乃
の り

旅行記
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写真②写真③　スクロヴェーニ礼拝堂
　　　　 ジョットの最高傑作のフレスコ画が壁面を

飾る。

写真④　
スクロヴェーニ礼拝堂内の
祭壇

写真⑤　フィレンツェ・サンタ・マリア・ノヴェッラ駅

写真⑥　サン・ヴィターレ協会
　　　　古い歴史を持つ八角形の建物

アリエ
ント
通り

メディチ家礼拝堂
メディチリッカルディ宮殿

サン・ロレンツォ教会

ラウレンツィアーナ図書館
サン・ジョバンニ洗礼堂

ドゥオーモ

バルジェロ国立博物館

アルノ川

シニョリーア広場

ジョットの鐘楼

サンタ・マリア・
ノヴェッラ駅

サンタ・マリア・ノヴェッラ教会

サンタ・トリニタ橋

ポンテ・ベッキオ橋

ミケランジェロ広場

ヴェッキオ宮

スタツィオーネ広場

①
神
殿
か
ら
遂
わ
れ
る
ヨ
ア
キ
ム
、
③
ア
ン

ナ
へ
の
お
告
げ
、
⑥
黄
金
門
の
出
合
い
、
⑦
マ

リ
ア
の
誕
生
、
⑧
マ
リ
ア
の
奉
献
、
⑨
杖
の
奉

献
、
⑪
マ
リ
ア
の
婚
約
、
⑭
受
胎
告
知
、
⑯
キ

リ
ス
ト
降
誕
、
⑰
東
方
三
博
士
の
礼
拝
、
⑲
聖

家
族
の
エ
ジ
プ
ト
逃
避
、
⑳
幼
児
虐
殺
、
㉒
キ

リ
ス
ト
の
洗
礼
、
㉓
カ
ナ
の
婚
宴
、
㉘
最
後
の

晩
餐
、
㉝
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
へ
の
道
、
㉞
磔
刑
、

㊴
最
後
の
審
判

阿
刀
田
に
よ
る
と
、
①
〜
⑫
は
新
約
聖
書
に
、

ほ
と
ん
ど
書
か
れ
て
な
い
マ
リ
ア
の
背
景
が
描

か
れ
て
い
る
。
マ
リ
ア
の
父
ヨ
ア
キ
ム
が
ダ
ビ

デ
の
血
筋
を
継
ぐ
エ
リ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
救
世

主
は
ダ
ビ
デ
の
血
筋
か
ら
現
わ
れ
る
と
い
う
信

仰
が
あ
っ
た
。

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
が
住
民
登
録
の
義
務
を

発
し
た
。
登
録
は
本
籍
で
行
う
こ
と
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
。
ヨ
セ
フ
は
ナ
ザ
レ
に
暮
ら
し
て
い

た
が
、
本
籍
は
エ
ル
サ
レ
ム
な
の
で
、
住
民
登

録
の
た
め
身
重
の
マ
リ
ア
を
連
れ
て
、
ベ
ツ
レ

ヘ
ム
に
行
っ
た
が
、
町
は
同
じ
目
的
の
旅
人
達

で
一
杯
、
泊
る
宿
が
な
い
。
仕
方
な
し
に
家
畜

小
屋
の
す
み
を
借
り
て
一
夜
の
宿
と
す
る
。
そ

こ
で
マ
リ
ア
が
イ
エ
ス
を
も
う
け
た
。

⑰
東
方
三
博
士
は
新
し
い
王
の
誕
生
を
祝
う

た
め
当
地
に
来
た
。
ロ
ー
マ
支
配
下
で
あ
っ
た

が
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
王
も
い
た
。
ヘ
ロ
デ
ス
王
で

あ
る
。
自
分
の
地
位
の
危
険
を
さ
け
る
た
め
、
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写真⑨　モザイク
　　　　（サン・ヴィターレ教会内）

写真⑧　モザイク
　　　　（サン・ヴィターレ教会内）

写真⑦　モザイク
　　　　（サン・ヴィターレ教会）

写真⑪　ダンテの墓

写真⑩　ガッラ・プラチーディアの廟
　　　　ここのモザイクは色調のバラエティに富んでいることで有名。

写真⑬　ネオニアーノ洗礼堂
　　　　イエスの洗礼と十二支の徒

写真⑫　アリアーニ礼拝堂
　　　　素晴らしい天井のモザイク

ベ
ツ
レ
ヘ
ム
に
生
ま
れ
た
二
才
以
下
の
男
の
子

は
、
す
べ
て
殺
す
よ
う
に
命
令
し
た
の
で
あ
る
。

⑳
の
実
行
よ
り
先
に
イ
エ
ス
の
養
い
親
ヨ
セ
フ

の
夢
の
中
に
天
使
が
現
わ
れ「
エ
ジ
プ
ト
に
逃

れ
よ
。
そ
し
て
ヘ
ロ
デ
ス
が
死
ぬ
ま
で
そ
こ
に

留
ま
れ
」と
。
⑲
新
し
い
王
誕
生
を
祝
し
て
来

訪
。
㉓
カ
ナ
の
婚
宴
で
は
水
が
め
の
水
を
酒
に

変
え
た
キ
リ
ス
ト
の
奇
跡
を
お
こ
し
た
こ
と
で

有
名
で
す
。
パ
ド
バ
は
、
こ
の
ス
ク
ロ
ヴ
ェ
ー

ニ
礼
拝
堂
を
も
っ
て
終
り
に
す
る
。

●②
ラ
ヴ
ェン
ナ

モ
ザ
イ
ク
美
術
の
宝
庫

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
・
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
ノ
ヴ
ェ

ッ
ラ
駅（
写
真
⑤
）よ
り
、
特
急
電
車
で
ボ
ロ
ー

ニ
ャ
を
経
由
し
て
、
ア
ド
リ
ア
海
に
向
い
2
時

間
半
で
ラ
ヴ
ェ
ン
ナ
に
到
着
。

ラ
ヴ
ェ
ン
ナ
を
抜
き
に
し
て
は
、
モ
ザ
イ
ク

を
語
れ
な
い
ほ
ど
重
要
な
町
で
、
ビ
ザ
ン
チ
ン

文
化
が
あ
ち
こ
ち
に
残
っ
て
い
る
。

歴
史
上
脚
光
を
浴
び
た
の
は
、
ロ
ー
マ
帝
国

が
東
西
に
分
裂
し
た
後
、
西
ロ
ー
マ
帝
国
の
ホ

ノ
リ
ウ
ス
帝
が
、
ラ
ヴ
ェ
ン
ナ
に
都
を
移
し
た

こ
と
で
あ
る
。

サ
ン
・
ヴ
ィ
タ
ー
レ
教
会（
写
真
⑥
、⑦
、⑧
、⑨
）

ラ
ヴ
ェ
ン
ナ
駅
よ
り
1
㎞
で
、
サ
ン
・
ヴ
ィ

タ
ー
レ
教
会
に
到
着
。
5
4
8
年
に
建
立
、
古
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写真⑰　フェラーリ工場のゲート

写真⑱　往年のスポーツカー
　　　　（フェラーリ博物館）

写真⑭　サンタポッリナーレ・ヌーヴォ聖堂

写真⑮　22人の聖女たち
　　　　（サンタポッリナーレ・ヌーヴォ聖堂）

写真⑯　26人の殉教者
　　　　（サンタポッリナーレ・ヌーヴォ聖堂）

写真⑲　F1レース用の車
　　　　（フェラーリ博物館）

い
歴
史
を
持
つ
八
角
形
の
建
物
で
す
。
教
会
内

の
モ
ザ
イ
ク
は
色
彩
色
豊
か
で
す
。
聖
書
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
や
キ
リ
ス
ト
像
の
間
に
、
自
然
の
景

観
や
動
物
な
ど
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
写
真

は
イ
サ
ク
の
犠
牲
で
す
。

同
敷
地
内
に
、
ガ
ッ
ラ
・
プ
ラ
チ
ー
デ
ィ
ア

の
廟（
写
真
⑩
）が
あ
る
。
ホ
ノ
リ
ウ
ス
帝
の
妹

で
、
皇
帝
と
共
に
ラ
ヴ
ェ
ン
ナ
の
基
礎
を
作
っ

た
ガ
ッ
ラ
・
プ
ラ
チ
ー
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
建
て

ら
れ
た
。
こ
こ
の
モ
ザ
イ
ク
は
色
調
の
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
こ
と
で
有
名
で
す
。
水
盤

か
ら
水
を
飲
む
鳩
の
図
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

ダ
ン
テ
の
墓（
写
真
⑪
）

忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
は
、
ダ
ン
テ
の
墓
で

あ
る
。
こ
の
地
で
書
き
上
げ
た「
神
曲
」の
中
で
、

町
の
宝
で
あ
る
モ
ザ
イ
ク
を
称
賛
し
て
い
る
。

ア
リ
ア
ー
ニ
礼
拝
堂（
写
真
⑫
）

小
さ
い
礼
拝
堂
で
あ
る
が（
日
本
の
旅
行
案

内
書
に
も
載
っ
て
い
な
い
）、
天
井
の
モ
ザ
イ

ク
は
素
晴
ら
し
い
。
イ
エ
ス
の
洗
礼
と
十
二
支

徒
で
あ
る
。
こ
の
構
図
は
ネ
オ
ニ
ア
ー
ノ
洗
礼

堂（
写
真
⑬
）に
も
み
ら
れ
る
。

サ
ン
タ
ポ
ッ
リ
ナ
ー
レ・ヌ
ー
ヴ
ォ
聖
堂（
写
真
⑭
）

左
側
に
は
22
人
の
聖
女
た
ち（
写
真
⑮
）、
右

側
壁
に
は
26
人
の
殉
教
者（
写
真
⑯
）が
描
か
れ

て
い
る
。
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写真㉒　
クラテッロ生ハムの試食

（工場内のレストラン）

写真㉑　クラテッロ生ハムの地下貯蔵室 写真⑳　バルサミコ貯蔵室
　　　　（モデナのバルサミコは有名）

写真㉓　ドゥオーモ
白い大理石で、市民からラ・ギルランディーナの愛
称で呼ばれている。

写真㉔　モデナの市街

●③
モ
デ
ナ

ユ
ネ
スコ
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
古
都

前
年
妻
と
娘
達
の
旅
で
、
案
内
し
て
も
ら
っ

た
縁
で
、
今
回
も
イ
タ
リ
ア
人
夫
妻
に
頼
ん
だ
。

イ
タ
リ
ア
人
の
御
主
人
が
運
転
、
奥
さ
ん（
日

本
人
）の
通
訳
で
田
舎
に
向
け
出
発
し
た
。

途
中
、
フ
ェ
ラ
ー
リ
工
場（
写
真
⑰
）へ
。
ゲ

ー
ト
を
出
る
憧
れ
の
フ
ェ
ラ
ー
リ
車
を
み
る
。

次
に
フ
ェ
ラ
ー
リ
博
物
館
に
入
る
と
ロ
ゴ
マ
ー

ク
の
下
に
往
年
の
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー（
写
真
⑱
、

⑲
）が
陳
列
さ
れ
て
い
た
。
F
1
レ
ー
ス
用
の

車
、
赤
色
が
か
っ
こ
よ
い
。

自
分
へ
の
土
産
に
、
赤
色
の
ネ
ク
タ
イ
・
ロ

ゴ
マ
ー
ク
の
馬
の
柄
1
つ
入
っ
た
シ
ン
プ
ル
な

感
じ
の
ネ
ク
タ
イ
を
購
入
。

今
回
の
一
番
の
目
的
と
し
て
い
る
バ
ル
サ
ミ

コ
を
作
っ
て
い
る
農
家
に
行
く
。
葡
萄
か
ら
酒

を
作
る
の
で
は
な
く
、
簡
単
に
い
う
と
酢
を
作

る
の
で
す
。
そ
れ
を
バ
ル
サ
ミ
コ
と
い
っ
て
、

モ
デ
ナ
の
バ
ル
サ
ミ
コ
は
有
名
で
す
。
こ
の
家

の
バ
ル
サ
ミ
コ
貯
蔵
室（
写
真
⑳
）に
案
内
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
後
は
20
年
も
の
か
ら
色
々
の

年
代
の
バ
ル
サ
ミ
コ
を
テ
イ
ス
ト
し
て
、
品
質

の
良
い
物
を
大
量
に
買
い
ま
し
た
。
昨
年
か
ら

の
馴
染
み
で
サ
ー
ビ
ス
し
て
も
ら
い
、
た
ぶ
ん

帰
り
の
三
人
の
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
は
、
バ
ル
サ
ミ

コ
で
一
杯
に
な
る
こ
と
受
け
合
い
。
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写真㉖　葡萄島
　　　　葡萄の木が90度の直角に…。

写真㉙　
大樽の仕込み
どんなワインができるのでしょ
うか？

写真㉛　レオナルドの設計図を基に作った機械の小型模型展示室
　　　　（レオナルド博物館）

写真㉚　レオナルドの生家

写真㉘　
ワイン貯蔵地下室
年代物のワインが眠っている。

写真㉕　田舎道にあった礼拝堂

写真㉗　休憩小屋から見た眺め
　　　　高台の教会を中心に村ができている。

買
物
が
済
ん
で
、
次
は
生
ハ
ム
生
産
工
場
へ
。

ク
ラ
テ
ッ
ロ（
臀
部
の
み
を
使
用
し
た
生
ハ

ム
）の
地
下
貯
蔵
室（
写
真
㉑
）へ
案
内
さ
れ
ま

し
た
。
す
ご
い
眺
め
で
す
。
こ
の
工
場
の
レ
ス

ト
ラ
ン
で
、
さ
っ
そ
く
ク
ラ
テ
ッ
ロ
生
ハ
ム
を

試
食（
写
真
㉒
）し
ま
し
た
。
日
本
で
は
な
か
な

か
経
験
で
き
な
い
贅
沢
な
昼
食
を
取
り
ま
し
た
。

夕
方
町
に
帰
り
、
ド
ゥ
オ
ー
モ（
写
真
㉓
）を

見
学
、
白
い
大
理
石
で
88
ｍ
の
高
さ
で
、
市
民

か
ら
ラ
・
ギ
ル
ラ
ン
デ
ィ
ー
ナ
の
愛
称
で
呼
ば

れ
て
い
る
。
き
れ
い
な
モ
デ
ナ
の
市
街（
写
真

㉔
）で
す
。

●④
ワ
イ
ナ
リ
ー

あ
る
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
訪
れ
た
時
、
田
舎
道
に

あ
っ
た
礼
拝
堂（
写
真
㉕
）、
日
本
で
い
う
な
ら

ば
地
蔵
に
相
当
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ワ
イ
ナ

リ
ー
近
く
に
咲
く
ア
ー
モ
ン
ド
の
花
は
、
桜
に

似
て
い
ま
す
。
葡
萄
畠
の
木
が
き
れ
い
に
九
十

度
の
直
角
に
曲
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た（
写
真
㉖
）。

手
が
か
か
り
ま
す
ね
。

休
憩
小
屋
か
ら
一
つ
丘
を
越
え
た
村（
写
真

㉗
）で
す
。
こ
ち
ら
で
は
少
し
高
台
に
教
会
を

中
心
と
し
て
村
が
で
き
て
い
ま
す
。
い
よ
い
よ

ワ
イ
ン
貯
蔵
地
下
室（
写
真
㉘
）に
案
内
さ
れ
ま

し
た
。
埃
を
被
っ
た
こ
の
室
に
は
年
代
物
が
眠

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
ち
ら
は
大
樽（
写
真
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写真㉝　道路にかかれた幾何学模様の絵

写真㉟　昼食の前菜はトリフ料理

写真㊲　宣伝に使われたモナリザの絵

写真㉜　人力飛行機（レオナルド博物館）

写真㉞　芸術的創作品

写真㊱　露天商でにぎわうアリエント通り

㉙
）の
仕
込
み
で
す
。
ど
ん
な
ワ
イ
ン
が
で
き

る
の
で
し
ょ
う
か
。
キ
ャ
ン
テ
ィ
・
ク
ラ
シ
コ

の
試
飲
食
が
あ
り
ま
し
た
が
、
下
戸
の
私
は
ア

ッ
プ
ア
ッ
プ
で
し
た
。
面
白
い
こ
と
を
案
内
人

が
云
っ
て
い
ま
し
た
。

N
O

 W
IN

E
, N

O
 L

IF
E

.

ヴ
ィ
ン
チ
村

レ
オ
ナ
ル
ド
の
生
家（
写
真
㉚
）が
あ
る
ア
ン

キ
ア
ー
ノ
村
に
車
で
案
内
し
て
も
ら
っ
た
。
こ

こ
か
ら
南
へ
行
く
と
13
世
紀
の
城
を
そ
の
ま
ま

用
い
た
レ
オ
ナ
ル
ド
博
物
館
が
あ
る
。
レ
オ
ナ

ル
ド
の
設
計
図
を
基
に
作
っ
た
さ
ま
ざ
ま
の
機

械
の
小
型
模
型
の
展
示
室（
写
真
㉛
）、
人
力
飛

行
機（
写
真
㉜
）が
興
味
を
引
い
た
。

こ
の
村
の
道
路
に
は
、幾
何
学
模
様
の
絵（
写

真
㉝
）が
描
か
れ
て
い
た
り
、
芸
術
的
創
作
品

（
写
真
㉞
）を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

ヴ
ィ
ン
チ
博
物
館
見
学
が
終
り
、
次
は
昼
食

に
予
約
し
て
い
た
レ
ス
ト
ラ
ン
に
向
う
。
サ
ン

ミ
ニ
ア
ー
ト
の
高
い
丘
の
、
感
じ
の
良
い
レ
ス

ト
ラ
ン
で
し
た
。
こ
こ
で
の
前
菜
は
、
小
さ
い

ト
リ
フ
で
し
た
が
、
匂
い
の
良
い
の
が
た
っ
ぷ

り
か
か
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
20
年
も
の
の
バ
ル

サ
ミ
コ
を
か
け
て
賞
味
し
ま
し
た（
写
真
㉟
）。

大
満
足
で
し
た
。
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写真㊵　
サン・ロレンツォ教会の中庭からドゥ
オーモ・鐘楼を眺む。

写真㊸　「ベツレヘムに向う東方の三賢王」
　　　　 馬上の勇士は、メディチ家のロレン

ツォ豪華王である。

写真㊷　メディチ・リッカルディ宮 写真㊶　日本絵巻
　　　　「Youbutsu kurabe」
　　　　（ラウレンツィアーナ図書館）

写真㊴　メディチ家礼拝堂
　　　　丸天井の丸い模様配列は実に綺麗。

写真㊳　
サン・ロレンツォ教会
ブレネッレスキ設計による三廊式の
教会内部。

●⑤
花
の
都
フ
ィ
レ
ン
ツェ

サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
ノ
ヴ
ェ
ッ
ラ
駅
か
ら
中
央

市
場
へ
。
大
き
な
施
設
で
、多
種
な
生
ハ
ム
、肉
、

チ
ー
ズ
、
ワ
イ
ン
、
オ
リ
ー
ブ
油
、
果
物
と
見

て
い
て
飽
き
な
い
。
こ
の
市
場
を
出
て
、
サ
ン
・

ロ
レ
ン
ツ
ォ
教
会
に
向
う
途
中
、
ア
リ
エ
ン
ト

通
り
の
両
側
は
、
露
店
商（
写
真
㊱
）で
賑
わ
っ

て
い
た（
写
真
㊲
）。
ま
た
こ
の
教
会
通
り
に
は
、

モ
ナ
リ
ザ
の
絵
が
大
胆
に
宣
伝
に
使
わ
れ
て
い

る
の
も
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
ら
し
い
。

サ
ン
・
ロ
レ
ン
ツ
ォ
教
会（
写
真
㊳
）

ブ
レ
ネ
ッ
レ
ス
キ
設
計
に
よ
る
。
三
廊
式
の

教
会
内
部
。
奥
に
メ
デ
ィ
チ
家
礼
拝
堂
が
あ
り
、

そ
の
丸
天
井
の
丸
い
模
様
配
列（
写
真
㊴
）は
実

に
綺
麗
で
す
。
当
教
会
の
中
庭
か
ら
ド
ゥ
オ
ー

モ
・
鐘
桜
を
眺
む（
写
真
㊵
）。

聖
堂
の
左
側
に
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
設
計
に
よ

る
ラ
ウ
レ
ン
ツ
ィ
ア
ー
ナ
図
書
館
が
あ
る
。
展

示
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
古
写
本
の
中
に
、
日
本

か
ら
の
絵
巻「Y

oubutsu kurabe

」（
写
真
㊶
）

が
あ
っ
た
。
12
世
紀
の
も
の
と
注
釈
が
つ
い
て

い
た
。
よ
く
保
存
し
て
く
れ
た
も
の
と
感
謝
。

メ
デ
ィ
チ
・
リ
ッ
カ
ル
デ
ィ
宮（
写
真
㊷
、
㊸
）

優
雅
な
中
庭
。

「
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
に
向
う
東
方
の
三
賢
王
」が
有

名
で
あ
る
。
こ
の
絵
の
馬
上
の
勇
士
は
、
メ
デ

ィ
チ
家
の
ロ
レ
ン
ツ
ォ
豪
華
王
で
あ
る
。

パドバのスクロヴェーニ礼拝堂は、写真撮影厳禁のため写真がありません。
文献省略
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ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
天
狗
は
そ
の
容
姿
、
特

殊
な
能
力
か
ら
推
察
す
る
と
、
進
ん
だ
文
化

を
を
持
つ
ユ
ダ
ヤ
系
渡
来
人
だ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。ユ
ダ
ヤ
人
の
側
に
も
、
古
代
イ
ス

ラ
エ
ル
の
失
わ
れ
た
十
支
族
の
う
ち
の
一
つ
、

ガ
ド
族
が
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
経
て
ア
ジ
ア
に

向
か
い
、
天
皇
家
の
祖
先
と
し
て
日
本
に
渡

来
し
た
と
い
う
説
が
存
在
す
る
。

日
本
語
の
ミ
カ
ド
と
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
ミ
ー
・

ガ
ド（
ガ
ド
族
か
ら
き
た
も
の
）を
は
じ
め
、

「
あ
な
た
」と「
ア
タ
」、「
寒
い
」と「
コ
オ
ル
」、

「
宿
る
」と「
ヤ
ド
ゥ
ー
ル
」な
ど
、
日
本
語
と
ヘ

ブ
ラ
イ
語
に
は
同
音
同
意
語
に
近
い
言
葉
が

多
い
。
ま
た
特
徴
的
な
装
束
と
し
て
、
天
狗
も

ユ
ダ
ヤ
人
も
頭
に
黒
い
小
さ
な
箱
を
つ
け
て

い
る
。

そ
の
ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、こ
こ
で

は
祇
園
祭
と
シ
オ
ン
祭
の
共
通
点
を
挙
げ
て

み
よ
う
。
ま
ず
ふ
た
つ
の
祭
り
が
開
か
れ
る

時
期
と
期
間
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。さ
ら
に

祇
園
祭
が
開
催
さ
れ
る
7
月
17
日
は
ノ
ア
の

方
舟
が
山
の
頂
に
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
た
日
で

あ
る
。
船
鉾
の
形
は
ま
さ
に
ノ
ア
の
方
舟
そ

の
も
の
に
見
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
エ
ル
サ

レ
ム
の
別
名
シ
オ
ン
は「
ズ
ィ
オ
ン
」と
発
音

き
で
取
っ
付
き
や
す
そ
う
に
思
え
て
、
何
と

か
立
ち
飲
み
屋
デ
ビ
ュ
ー
を
・
・
・
と
悶
々

と
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
つ
い
に
女
房
と

二
人
で「
エ
キ
ニ
シ
」と
よ
ば
れ
る
路
地
を
入

っ
た
と
こ
ろ
に
突
撃
し
て
き
ま
し
た
。
さ
て

突
撃
し
て
は
み
た
も
の
の
数
が
多
す
ぎ
て
、

ど
こ
に
入
れ
ば
よ
い
か
の
か
が
わ
か
り
ま
せ

ん
。
意
を
決
し
、「
飲
み
屋
巡
り
」を
趣
味
と

し
て
い
る
人
の
ブ
ロ
グ
に
あ
っ
た「
三
心
」と

い
う
店
の
引
き
戸
を
開
け
て
み
ま
し
た
。
残

念
、
満
員
で
し
た
。
気
を
取
り
直
し
て
、
隣

の
日
本
酒
専
門
店
の
ド
ア
を
あ
け
ま
し
た
。

店
主
が
無
口
な
ん
で
す
。
人
生
初
の
立
ち
飲

み
は
緊
張
し
ま
く
り
で
し
た
。
し
ば
ら
く
し

て
か
ら
、
知
人
に
飲
み
に
誘
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
大
量
に
入
っ
て
い
ま
す
の
で
、知
人
・

店
主
と
も
会
話
が
は
ず
み
ま
す
。

残
念
な
が
ら
未
だ
に
一
人
居
酒
屋
デ
ビ
ュ

ー
は
果
た
せ
て
い
ま
せ
ん
が
、い
つ
か
は「
一

人
酒
場
放
浪
記
」を
め
ざ
し
ま
す
。

広報部部会長代理

南
みなみ

　 俊
とし

秀
ひで

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
祇
園
」と
な
っ
た
説
が

あ
る
。

特
殊
な
容
姿
と
能
力（
高
度
な
文
明
）を
持

っ
て
い
た
ユ
ダ
ヤ
系
渡
来
人
の
こ
と
を
、
妖

怪
の
ご
と
き
近
寄
り
が
た
い
天
狗
と
し
て
捉

え
た
と
し
て
も
、不
思
議
で
は
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
。
興
味
は
膨
ら
む
ば
か
り
で
あ
る
。

「
吉
田　

類
の
酒
場
放
浪
記
」と
い
う
テ
レ

ビ
番
組
が
あ
り
ま
す
。
ふ
ら
り
と
酒
場
を
訪

れ
好
き
な
酒
を
飲
む
。
た
だ
そ
れ
だ
け
で
、

何
の
ス
ト
リ
ー
も
落
ち
も
な
い
番
組
で
す
。

で
は
吉
田　

類
の
何
が
魅
力
な
の
で
し
ょ
う
。

ご
常
連
か
ら「
味
見
し
て
み
ま
す
？
」と
差
し

出
さ
れ
た
魚
に
は
ま
ん
な
か
か
ら
箸
を
つ
け

る
。
天
真
爛
漫
で
少
年
の
ま
ま
大
人
に
な
っ

た
よ
う
な
人
で
す
。
本
業
は
イ
ラ
ス
ト
レ
イ

タ
ー
で
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
は
素
人
に
は
ま

ね
の
で
き
な
い
俳
句
を
さ
ら
り
と
詠
む
よ
う

な
、
俳
人
で
も
あ
り
ま
す
。

自
分
に
は
無
理
だ
と
わ
か
っ
て
い
て
も
、

「
吉
田　

類
に
な
り
た
い
」と
思
う
の
は
酒
飲

み
の
性
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
最
近
に
な

っ
て
広
島
駅
周
辺
に
た
く
さ
ん
の
立
ち
飲
み

屋
が
で
き
て
来
ま
し
た
。
新
し
い
店
は
、
酒

場
放
浪
記
で
類
さ
ん
が
よ
く
行
く
よ
う
な
デ

ィ
ー
プ
な
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
ビ
ギ
ナ
ー
向

「�

鞍
馬
の
天
狗
さ
ん
が
ユ
ダ
ヤ

系
渡
来
人
だ
っ
た
と
す
れ
ば
」

河
野
　
亘
先
生

（
京
都
保
事
協
ニュー
ス 

No. 

657
よ
り
）

「
吉
田　

類
に
あ
こ
が
れ
て
」

望
月
　
満
先
生

（
広
島
県
医
師
協
だ
よ
り 

No. 

534
よ
り
）

医師協の雑　
誌
か
ら今回のテーマ……身近なロマン・遥かなるロマン
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私
に
は
2
人
の
娘
が
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で

は
あ
ま
り
国
内
旅
行
に
は
行
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
彼
女
た
ち
は
学
校
生
活
が
忙
し
く
あ
ま

り
家
に
帰
っ
て
き
ま
せ
ん
の
で
年
に
何
回
か

行
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
彼
女

ら
の
行
き
つ
け
の
ロ
ー
カ
ル
な
場
所
や
飲
食

店
へ
行
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ど
こ
へ
行
っ
て
も
施
設
は
綺
麗
で
、
食
べ

物
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
に
味
を
占

め
て
全
国
の
い
ろ
い
ろ
な
街
へ
行
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
行
っ
て
思
っ
た
こ
と
は
、
ど

こ
へ
行
っ
て
も
そ
れ
な
り
に
綺
麗
と
い
う
こ

と
で
す
。
特
に
ト
イ
レ
は
顕
著
で
す
。
外
国

に
行
く
と
少
し
外
れ
た
所
や
路
地
に
入
っ
た

所
は
非
常
に
汚
れ
て
い
て
、
特
に
ト
イ
レ
は

汚
い
所
が
多
い
で
す
。
日
本
で
は
普
通
の
店

に
行
け
ば
そ
れ
な
り
で
す
。
空
港
で
も
そ
う

で
す
。
外
国
の
地
方
の
小
さ
な
空
港
の
ト
イ

レ
は
大
変
汚
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
日
本
の
地
方
都
市
や
観
光
地
の

駅
に
は
必
ず
観
光
案
内
所
が
あ
り
、
資
料
は

豊
富
で
係
の
人
は
皆
親
切
で
大
変
良
く
教
え

て
く
れ
ま
す
。食
事
の
味
に
つ
い
て
も
同
じ
こ

と
が
言
え
ま
す
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
の
中
に
沢

山
の
店
が
入
っ
て
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
年
齢
層

に
応
じ
た
た
く
さ
ん
の
種
類
の
食
物
が
あ
り
、

値
段
も
廉
価
か
ら
高
級
ま
で
好
み
の
も
の
が

ィ
ー
プ
な
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
ビ
ギ
ナ
ー
向

き
で
取
っ
付
き
や
す
そ
う
に
思
え
て
、
何
と

か
立
ち
飲
み
屋
デ
ビ
ュ
ー
を
・
・
・
と
悶
々

と
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
つ
い
に
女
房
と

二
人
で「
エ
キ
ニ
シ
」と
よ
ば
れ
る
路
地
を
入

っ
た
と
こ
ろ
に
突
撃
し
て
き
ま
し
た
。
さ
て

突
撃
し
て
は
み
た
も
の
の
数
が
多
す
ぎ
て
、

ど
こ
に
入
れ
ば
よ
い
か
の
か
が
わ
か
り
ま
せ

ん
。
意
を
決
し
、「
飲
み
屋
巡
り
」を
趣
味
と

し
て
い
る
人
の
ブ
ロ
グ
に
あ
っ
た「
三
心
」と

い
う
店
の
引
き
戸
を
開
け
て
み
ま
し
た
。
残

念
、
満
員
で
し
た
。
気
を
取
り
直
し
て
、
隣

の
日
本
酒
専
門
店
の
ド
ア
を
あ
け
ま
し
た
。

店
主
が
無
口
な
ん
で
す
。
人
生
初
の
立
ち
飲

み
は
緊
張
し
ま
く
り
で
し
た
。
し
ば
ら
く
し

て
か
ら
、
知
人
に
飲
み
に
誘
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
大
量
に
入
っ
て
い
ま
す
の
で
、知
人
・

店
主
と
も
会
話
が
は
ず
み
ま
す
。

残
念
な
が
ら
未
だ
に
一
人
居
酒
屋
デ
ビ
ュ

ー
は
果
た
せ
て
い
ま
せ
ん
が
、い
つ
か
は「
一

人
酒
場
放
浪
記
」を
め
ざ
し
ま
す
。

広報部部会長代理

南
みなみ

　 俊
とし

秀
ひで

得
ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
電
車
の
中

の
飲
食
も
大
変
な
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
電
車
の
時
間
も
正
確
で
す
。
行
き
た

い
場
所
へ
時
間
ど
お
り
に
着
き
ま
す
。
日
本

国
内
は
簡
単
快
適
に
行
け
ま
す
の
で
、
週
末

や
ち
ょ
っ
と
し
た
連
休
を
利
用
し
て
、
ど
ん

ど
ん
国
内
旅
行
へ
行
っ
て
日
本
を
盛
り
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。

「
吉
田　

類
の
酒
場
放
浪
記
」と
い
う
テ
レ

ビ
番
組
が
あ
り
ま
す
。
ふ
ら
り
と
酒
場
を
訪

れ
好
き
な
酒
を
飲
む
。
た
だ
そ
れ
だ
け
で
、

何
の
ス
ト
ー
リ
ー
も
落
ち
も
な
い
番
組
で
す
。

で
は
吉
田　

類
の
何
が
魅
力
な
の
で
し
ょ
う
。

ご
常
連
か
ら「
味
見
し
て
み
ま
す
？
」と
差
し

出
さ
れ
た
魚
に
は
ま
ん
な
か
か
ら
箸
を
つ
け

る
。
天
真
爛
漫
で
少
年
の
ま
ま
大
人
に
な
っ

た
よ
う
な
人
で
す
。
本
業
は
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
で
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
は
素
人
に
は
ま

ね
の
で
き
な
い
俳
句
を
さ
ら
り
と
詠
む
よ
う

な
、
俳
人
で
も
あ
り
ま
す
。

自
分
に
は
無
理
だ
と
わ
か
っ
て
い
て
も
、

「
吉
田　

類
に
な
り
た
い
」と
思
う
の
は
酒
飲

み
の
性
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
最
近
に
な

っ
て
広
島
駅
周
辺
に
た
く
さ
ん
の
立
ち
飲
み

屋
が
で
き
て
来
ま
し
た
。
新
し
い
店
は
、
酒

場
放
浪
記
で
類
さ
ん
が
よ
く
行
く
よ
う
な
デ

「
吉
田　

類
に
あ
こ
が
れ
て
」

望
月
　
満
先
生

（
広
島
県
医
師
協
だ
よ
り 

No. 

534
よ
り
）

「
旅
」

並
木一信
先
生

（
都
医
協
連
ニュー
ス 

No. 

114
よ
り
）

医師協の雑　
誌
か
ら 今回のテーマ……身近な場所への回帰
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［Allium chinense］はユリ科ネギ属の多年草で、原産地は中
国からヒマラヤ地方と言われています。秋には紫色の花を
付けますが、扁平な葉は夏には枯れます。したがって地下
の鱗茎と葉も一緒に食べようと思えば、夏前に早採りする 
に限ります。（自宅で簡単に作れますので、生食でも料理し
ても色 と々楽しめます。）日本では、生食用に早採りされたも 
のが、最近まで「エシャレット」という商品名で出回ってい 
ました。しかし、エシャロットとも呼ばれていたため、二 
つのものは同じものと思われていました。ところが、日本 
の「エシャレット」は、ヨーロッパで栽培されて、料理に利用 
されている小粒玉ねぎ（ユリ科ネギ属）であるシャロットsha 
llot（仏名エシャロットEchalote）［Allium oschaninii］とは別種
です。なぜこのように紛らわしい名前が付けられたのでしょう
か。それは、東京築地の青果卸業者が1955年、早採りの

「根ラッキョ」の商品価値を高めるため、洒落た名前で売り
出したからと言われています。そのため紛らわしくなり、現在
でははっきりと「エシャレット」や「エシャ」と呼ぶようになったと
農林水産省のウェブサイトでは言っています。ラッキョウは一
般に、ラッキョウ漬け用に夏6〜7月に採取したものが、土付
きラッキョウとして市場に出まわります。日本では鹿児島県・鳥
取県・宮崎県・徳島県・福井県が多く生産しています。漢方
では乾燥した地下鱗茎を薤

がい

白
はく

として、煎じて使用します。薤
がい

白
はく

の性味は辛･苦、
温で経絡は肺

はい

経
けい

・胃
い

経
けい

・大
だい

腸
ちょう

経
けい

に入ります。効果は胸が詰まって息苦しかったり、
胸に痛みを感じたり、呼吸がし難くなったり、裏急後重（渋り腹）になった時など
に使用します。わたしの患者さんには、上記のような症状をしばしば訴え、検査
で特段の異常がない場合には、毎日、酢ラッキョウを2〜3個食べるよう指導して
います。結構これだけで症状が寛解する場合が多いのです。漢方処方としては、
胸背部痛・心下部疼痛・喘息症状などに括

か ろ う

呂薤
がい

白
はく

白
はく

酒
しゅ

湯
とう

（薤
がい

白
はく

6.0・括
か

呂
ろ

仁
にん

2.0・白酒400.0ml）、胸
が苦しく痛んで、その背中にまで痛みが通すような
場合、括

か ろ う

呂薤
がい

白
はく

半
はん

夏
げ

湯
とう

（半夏6.0・薤
がい

白
はく

4.0・括
か

呂
ろ

仁
にん

3.0;白酒400.0ml）を煎じ薬として使用します。

京都保事協

渡邊一幹
わた なべ いっ かん

（民間生薬・漢方生薬）
しょう やく しょう やく薬 に な る 植 物薬 に な る 植 物 今回は蒼翠号なので、民間生

しょう

薬
やく

はナタマ
メ（鉈豆）を、漢方生

しょう

薬
やく

はラッキョウ（薤
がい

白
はく

）
を取り上げます。

花

自宅早採りラッキョウ

ラッキョウ

酢漬けのラッキョウ

味噌で食す

茎の酢味噌和え

ラッキョウ（薤
がい

白
はく

）

21
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（鉈豆：Canavalia gladiate）はマメ科ナタマメ属の
一年草で、その形から、刀豆（トウズ）・帯刀（タテ
ハキ）とも呼ばれています。原産地は熱帯アジア・熱
帯アフリカと考えられ、食用や薬用に利用されて 
きました。そして、日本には江戸時代初めに中国

（清国）から伝わり、縁起の良い食べ物として福神
漬けなどにも使用され、薩摩ではその姿かたちか
ら、縁起物として盛んに栽培され、利用されるよう
になりました。一般には、民間薬として、膿を出す
作用の妙薬として、蓄膿症・歯周病・歯槽膿漏・痔
瘻などに利用され、腎臓にも良いと言われていま
す。明の時代の李時珍の「本

ほん

草
ぞう

綱
こう

目
もく

」の中に「腎を益し、元を補う」とあり、中
国では薬膳料理の食材として用いられています。現在、食用として、アカナタ 
マメ・シロナタマメの若い鞘（10〜20㎝まで）は漬物・炒め物に利用されています。
またナタマメ茶として、口臭防止、口内炎や歯槽膿漏予防、癌予防、腎機能改善
などに利用され、かつ同様の効果を期待して歯磨き粉として利用されています。
ただし、注意が必要なことは、成熟した豆には、軽い毒性（青酸配糖体・有毒性
アミノ酸など）がありますので、これを利用する場合は、焙煎したり、茹でて水 
で晒したりする処理が必要になります。漢方的に性味は温、甘で経絡では、肺 
・脾・胃・腎・大腸経に入り、しゃっくり・げっぷ・腹満・腰痛に効果があります。
参考：福神漬けは、大根・なす・かぶ・なた豆・しその実・うり・れんこんなど、7種
類の材料を細かく刻み、みりん醤油に漬け込んだもので、明治18年、東京・上野
の漬物店「酒悦」の野田清右衛門が考案したものとされ、7種の材料を用いるこ
と、また上野の不忍池の弁財天（七福神の一人）にちなんで、戯作者の梅亭金鵞
が名づけた。と「世界の料理がわかる事典」にあります。

京都保事協

渡邊一幹
わた なべ いっ かん

（民間生薬・漢方生薬）
しょう やく しょう やく薬 に な る 植 物薬 に な る 植 物

成長したもの

鞘の弾け

若いナタマメ

シロナタマメとギンナン 福神漬け ナタマメ茶 ナタマメ歯磨き粉

ナタマメ（鉈
なた

豆
まめ

）
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歌狂療医

完
済
の
　

安
堵
つ
か
の
間
　
つ
ぎ
つ
ぎ
と

故
障
相
次
ぎ
　

修
理
に
追
わ
れ

23
年
前
に
開
業
し
た
が
、
5
年
前
に
銀
行
に
返
済
猶
予
を
し
て
も
ら
い
、
よ
う
や
く
今
年
の
1
月
に
、
初
期

投
資
分
の
借
金
を
完
済
し
た
。
安
堵
し
た
の
も
つ
か
の
間
で
、
エ
ア
コ
ン
が
次
々
に
故
障
し
、
3
階
の
自
宅

に
揚
水
す
る
ポ
ン
プ
が
故
障
、
さ
ら
に
血
球
計
算
機
が
数
回
目
の
替
え
時
を
迎
え
た
。
開
業
し
た
時
に
、
先

輩
の
先
生
か
ら
、「
借
金
は
返
し
て
も
返
し
て
も
続
く
よ
」と
言
わ
れ
た
日
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
。

今
ど
き
は
　

薬
・
検
査
を
　

決
め
て
来
る

我
慢
ガ
マ
ン
は
　

我
の
み
な
ら
ず

以
前
、
宮
崎
県
医
師
会
の
機
関
誌
に「
様
と
な
り 

検
査
く
す
り
を 

決
め
て
き
て 

医
師
の
役
目 

た
だ
耐
え
る

の
み
」と
い
う
戯
れ
歌
を
投
稿
し
た
と
こ
ろ
、
同
業
の
友
人
か
ら
大
い
な
る
賛
意
を
示
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

患
者
を
様
付
で
呼
称
す
る
風
潮
が
出
た
こ
ろ
か
ら
、
尊
大
な
態
度
を
と
る
ク
レ
イ
マ
ー
や
モ
ン
ス
タ
ー
が
跋ば

っ

扈こ

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
8
割
の
医
師
が
そ
の
手
合
い
に
悩
ま
さ
れ
た
経
験
が
あ
る
と
も
聞
く
。
そ
し
て
、
若

い
医
師
は
き
つ
い
と
言
わ
れ
る
外
科
・
産
科
・
内
科
や
小
児
科
を
志
向
し
な
く
な
っ
た
。

後
発
に
　

変
更
迫
る
　

政
策
に

医
療
現
場
は
　

論
理
か
倫
理

後
発
薬
品
の
使
用
率
が
60
％
を
超
え
な
い
と
D
P
C
係
数
が
下
が
る
こ
と
に
な
っ
た
ば
か
り
だ
が
、
新
聞
で

は
80
〜
90
％
を
目
標
に
す
る
よ
う
な
動
き
が
あ
る
よ
う
だ
。
一
部
の
週
刊
誌
で
は
、
後
発
薬
品
の
効
果
に
疑

問
が
呈
さ
れ
た
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
患
者
の
中
に
も
、
後
発
薬
品
を
嫌
う
向
き
も
い
る
の
は
事
実
。
5

月
24
日
の
日
経
新
聞
に
は
後
発
薬
の
使
用
が
医
療
費
を
抑
制
す
る
か
明
確
な
デ
ー
タ
が
不
足
し
て
い
る
と
の

記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
市
場
原
理
と
政
府
の
財
務
状
況
に
よ
る
薬
価
問
題
と
医
療
倫
理
の
は
ざ
ま
に
悩

ま
さ
れ
る
日
が
続
く
。

宮
崎
県

山やま
村むら
善よし
教のり
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富士山に登れば富士の山見えず
From top of Mt Fuji
We can not see
Mt Fuji

やっぱり遠くから見る富士がいい！

I think better view of Fuji is sight from 
distance.

エレベーター使わず膝と腰痛め
Only using step way
may knee getting sick
why didn’t use elevator

医者が階段を使えと云った！

My Doctor ordered me, use step way only.

整形外科の待合室から

英訳で楽しむ諸岡“川柳”

花火打ち上げ前の夕べのひと時。
女学生らしきユカタの女の子の語らい。

ようこそ！！「写真俳句」の世界へ

筑紫医師協同組合 諸
もろ

岡
おか

正
まさ

明
あき

[

夏
祭
り]



笑ってためになるドクトル川柳
〈全3回〉

禁
煙
と  

何
時
も
宣
言  

煙
に
巻
く

こ
ん
な
患
者
さ
ん
い
ま
す
ね
、
今
度
は
必
ず
禁
煙
し
ま
す
と
宣
言
し
ま
す
が
、

主
治
医
の
先
生
を
煙
に
巻
い
て
そ
そ
く
さ
と
退
散
す
る
患
者
さ
ん
本
当
に
多
い
で
す
ね
。

節
煙
は  

禁
煙
程
に  

き
つ
く
な
い

こ
ん
な
こ
と
言
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
も
多
い
で
す
ね
、
こ
ん
な
患
者
さ
ん
は
絶
対
禁
煙
の
み

な
ら
ず
、
節
煙
す
ら
で
き
ま
せ
ん
よ
。
止
め
る
ん
だ
っ
た
ら
ス
パ
ッ
ト
禁
煙
し
ま
し
ょ
う
。

禁
煙
を  
患
者
主
導
で  

成
功
し

禁
煙
す
る
先
生
も
増
加
中
で
す
が
、
そ
れ
で
も
禁
煙
で
き
な
い
先
生
の
多
い
の
も
事
実
で
す
。

こ
ん
な
時
、
藁
に
も
す
が
る
思
い
で
、
禁
煙
に
成
功
し
た
患
者
さ
ん
に
、
そ
の
指
導
を
受
け

て
い
る
先
生
、
背
に
腹
は
代
え
ら
れ
な
い
よ
う
で
す
ね
。

父
さ
ん
の  

い
つ
も
口
癖  
あ
と一本

あ
と
一
本
で
禁
煙
す
る
と
い
う
御
仁
の
声
を
よ
く
聴
き
ま
す
ね
、
で
も
そ
の
一
本
が
二
本
に

な
り
、
も
と
の
黙
阿
弥
と
な
っ
て
止
め
ら
れ
な
い
で
す
ね
。

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
す
る
と
、
止
め
る
と
言
っ
た
人
が
い
ま
し
た
が
、
達
成
後
も
吸
っ
て
い
ま

す
ね
。
生
涯
現
役
の
ヘ
ビ
ー
ス
モ
ー
カ
ー
で〝
今
日
も
元
気
だ
タ
バ
コ
が
う
ま
い
〟と
言
っ
て

直
ち
に
更
迭
さ
れ
た
W
厚
生
大
臣
が
い
ま
し
た
ね
。

と
こ
ろ
が
こ
の
タ
バ
コ
が
→
タ
バ
コ
か（
買
）に
変
更
す
る
と
、〝
今
日
も
元
気
だ
タ
バ
コ
買

う
ま
い
〟。
そ
う
し
ま
し
ょ
う
！

「ゴルフ川柳」でおなじみの岡田勝彦先生（京都保事協）作の
川柳を作者による解説付きでお届けします。言われてみると
「だよね～」で、医者の不養生を返上しよう！（広報部）

【第2弾 “禁煙”編】

…………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………

“こんなことアルアルゴルフ川柳”をご笑読
頂ける方はメールでご連絡ください。
お送りさせて頂きます。
岡田 勝彦
E-mail omck17123@ab.auone-net.jp

京都保事協

岡田 勝彦
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尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合せ下さい。

購買部取扱い商品のご案内
（ご注文、お問い合せは所属の医師協にお願いします）

購  買　部

琉球織柄について
絣（かすり）の技術はインドで生まれ、14世紀～15世紀に東南アジア
から琉球へ伝わったといわれています。
沖縄の伝統工芸『琉球絣』をアレンジした琉球絣風の柄を生地へプ
リントし、白衣へあしらった新しいスタイルの白衣です。
男性用にブルー、女性用にピンク色を用意しました。
真っ白な白衣へのポイントとなり、従来の白衣がもつ冷たさが和ら
げられると思います。

男性用ケーシー

サイズ 胸囲 肩巾 袖丈 着丈

M 106 44 25 74

L 110 46 26 76
LL 116 48 27 78

M 98 39 20 65
L 102 40 21 67

LL 108 42 22 69
女性用ケーシー

●織柄Aパターン ●織柄Bパターン

￥8,000（税別）＋送料
男性用ケーシー

￥8,000（税別）＋送料
女性用ケーシー

●織柄Aパターン ●織柄Bパターン

医師協同組合では、かりゆし調白衣を販売しております。
この時期に涼しげな白衣をお勧めします。

ご注文は、所属の医師協へお願いします。尚、受注生産のため、ご注文からお届けまで約3週間かかります。予めご了承をお願いします。
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尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合せ下さい。

商品のご案内
属の医師協にお願いします）
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尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合せ下さい。

購買部取扱い
（ご注文、お問い合せは所
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尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合せ下さい。

商品のご案内
属の医師協にお願いします）

※ 20,000円以下のご注文の場合、別途1箱につき800円（税別）の送料がかかります。
組合員価格：特価

所属の

ディンフコンエアゾール
【開発元】
【製品名】

【注意点】 1. 抗菌加工がしてある製品（便器の台座など）は変色する事があります。
2. 防水加工がしてあるマスクなどは撥水してしまう場合があります。
3. 抗菌コーティング剤は水溶性の液体です。油分が付着している所では液が弾かれてう
まくコーティング出来ません。付着している汚れを除去して噴霧して下さい。

4. スプレーされる場合はあらかじめ試し吹きをされてからご使用ください。

￥2,860（税別）
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尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合せ下さい。

購買部取扱い
（ご注文、お問い合せは所

様々な用途で利用されているトナーは、使用頻度が多く消耗品の中でも高額で、
ほぼ定価購入が一般的。

そのようなご意見を解決すべく、医師協ではリコー、キャノン、富士通など国内大手メーカーの
純正トナーを安価にご提供しています。

リコー
（タイプ８５A， ８５B）

キャノン
（EP-３２， EP-KS）

富士通
（LB３１１A， ３１１B）

プリンター純正トナーのご用命は所属の医師協へどうぞ。

※複合機など、一部特定の商品は
　ご対応出来ない場合もあります。 是非、お手元のトナーメーカー、型番を所属の医師協にお知らせ下さい！

取扱い品一例

リコー、キャノン、他
プリンター純正トナーのご用命は所属の医師協へどうぞ。
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尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合せ下さい。

購買部取扱い商品のご案内
（ご注文、お問い合せは所属の医師協にお願いします）

※万が一、本測定器を紛失された場合、実費として5,000円（税別）/個を頂きますので、予めご了承をお願いします。

※万が一、本商品を紛失された場合、実費として10,000円（税別）/個を頂きますので、
　予めご了承をお願いします。

中途解約に伴う返金は出来ません。予めご了承をお願いします。

※上記以外の測定室数（条件）にも対応可能です。

20,000円（税別）
34,000円（税別）
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尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合せ下さい。

購買部取扱い商品のご案内
（ご注文、お問い合せは所属の医師協にお願いします）

J & T Windmills “Made in England”
「J & T ウィンドミルズ」英王室が愛した英国時計

【WLS40001/01】
950プラチナケース、サファイアガラス
ムーブメント：PESEUX7001-2（手巻）
ケースサイズ：31.5×37.0×7.4
定価：470,000円+税
特別価格：329,000円+税

【WLS20005/02】
18Kゴールドケース、サファイアガラス
ムーブメント：ETA2660-1(手巻)
ケースサイズ：31.5×37.0×7.7
定価：380,000円+税
特別価格：266,000円+税

日本で最大の規模を誇る時計修理メーカーと提携

時計の修理を請け負う
舶来時計修理事業

通常半年以上もかかる修理を最短で約一カ月、組合員割引価格で提供

「動かない」「遅れる」「進む」「壊れた」など、
時計の故障がありましたら医師協にお知らせください。
末永く使っていけるよう時計のメンテナンスサービスをご提供いたします。

数
多
く
の
有
名
舶
来

時
計
の
修
理
に
対
応

共栄産業株式会社　〒170-0002 東京都豊島区巣鴨 1-11-1 巣鴨ダイヤビル　TEL 03-3944-1333　URL: www.kyoeico.com 

国
内
屈
指
の
時
計
修
理
メ
ー
カ
ー
と

し
て
知
ら
れ
る
昭
和
４
３
年
創
業
の

共
栄
産
業
株
式
会
社
は
、
様
々
な
有

名
舶
来
ブ
ラ
ン
ド
の
時
計
修
理
を
請

け
負
う
こ
と
で
時
計
市
場
で
の
確
固

た
る
地
位
を
築
い
て
い
る
。
ク
オ
ー

ツ
の
簡
単
な
電
池
交
換
か
ら
、
機
械

式
時
計
の
中
で
も
最
も
複
雑
な
機
構

の
一
つ
と
い
わ
れ
る
ト
ゥ
ー
ル
ビ
ヨ

ン
の
修
理
を
請
け
負
う
な
ど
、
他
社

で
は
行
え
な
い
高
い
技
術
力
を
提
供

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

時
計
の
修
理
に
は
、
優
秀
な
時
計
職

人
は
も
と
よ
り
、
修
理
を
ス
ム
ー
ズ

に
行
う
た
め
の
パ
ー
ツ
手
配
や
最
新

の
修
理
機
材
な
ど
複
数
の
要
素
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
。
人
材
に
関
し
て

は
、
日
本
輸
入
時
計
協
会
認
定
ヒ

コ
・
み
づ
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
カ
レ
ッ
ジ

出
身
者
、
有
名
舶
来
・
国
産
時
計

メ
ー
カ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
経
験
者
な

ど
、
豊
富
な
経
験
と
実
績
を
積
ん
だ

５
０
名
以
上
の
優
秀
な
技
術
ス
タ
ッ

フ
を
揃
え
、
さ
ら
に
そ
の
他
の
サ
ー

ビ
ス
部
門
も
経
験
豊
富
な
ス
タ
ッ
フ

が
固
め
て
い
る
。

「
機
械
式
時
計
の
場
合
、
修
理
だ
け

で
は
な
く
、
５
年
に
一
回
程
度
の

オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
を
行
う
こ
と
で
時

計
の
寿
命
を
大
幅
に
伸
ば
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
一
度

ご
検
討
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で

す
。」

定期的な検査により、精度の
改善や時計の寿命を大幅に延
ばすことが可能です。

※別途、パーツ代をご請求させていただく場合がございます。尚、ロレックスについては、最低 23,000 円程度のパーツ代が加算されます。
※一部、上記の一覧に対応しないモデルもあります。その際は、別途お見積りさせていただきますので、あらかじめご了承ください。
※当一覧以外の時計の修理、またはオーバーホールも承ります。詳細は各医師協にお問い合わせください。

エクスプローラー
サブマリーナ

エクスプローラー II

コスモグラフデイトナ

主な時計の料金表（税別）

機械式 クオーツ式
クロノグラフ 三針 クロノグラフ 三針

43,000 円
44,000 円

47,000 円

60,000 円

89,500 円

59,000 円

60,000 円

128,000 円

107,000 円

74,000 円

46,000 円

40,000 円

69,000 円

87,000 円

―
53,000 円

36,500 円

23,000 円

30,000 円

47,000 円

55,000 円

―

―

―

ロレックス

オーデマピゲ

カルティエ
シャネル

パテックフィリップ

ピアジェ

ブランド名

表示価格より 20％OFF

「会員様限定」　各5本30%OFFで販売
プラチナとゴールドの2モデルを会員様限定特別価格
として、定価の30％OFFでご購入いただけます。詳し
くは各医師協にお問い合わせ下さい。

特別企画

舶来腕時計修理事業のご案内
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サービスのご案内

今すぐアクセス！ 無料スマートフォン用ゴルフワンポイントレッスンやお得なチラシなど、情報満載の

この度、医師協同組合では、スポー
ツ用品販売業界最大手の【アルペ
ングループ】と提携を開始しまし
た。是非ご利用をお願いします。
尚、Newモデルクラブをご購入の
際は商品をお選びの際に販売員へ
カードをご提示下さい。
☆対象のカードは、医師協へお問い合せ下さい。

5%OFF
特典 スポーツデポ・アルペン・ゴルフ5全店にて

カードご提示・決済で

※NEWモデルゴルフクラブ・電動ハイブリッド自転車・加工費・チケット・ギフトカード等は除く。

店内商品

※画像はイメージです。

※画像はイメージです。

※画像はイメージです。※画像はイメージです。

NEWモデルゴルフクラブは、その時点の最安値で販売。その他クラブは5%OFF対象となります。

JAPAN DOCTOR’S CARDまたは、その他
医師協が発行する

日本全国400店舗を超える
スポーツデポ・アルペン・ゴルフ5が
サポート致します。
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尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合せ下さい。

スポーツ用品販売

今すぐアクセス！ 無料スマートフォン用ゴルフワンポイントレッスンやお得なチラシなど、情報満載の

この度、医師協同組合では、スポー
ツ用品販売業界最大手の【アルペ
ングループ】と提携を開始しまし
た。是非ご利用をお願いします。
尚、Newモデルクラブをご購入の
際は商品をお選びの際に販売員へ
カードをご提示下さい。
☆対象のカードは、医師協へお問い合せ下さい。

5%OFF
特典 スポーツデポ・アルペン・ゴルフ5全店にて

カードご提示・決済で

※NEWモデルゴルフクラブ・電動ハイブリッド自転車・加工費・チケット・ギフトカード等は除く。

店内商品

※画像はイメージです。

※画像はイメージです。

※画像はイメージです。※画像はイメージです。

NEWモデルゴルフクラブは、その時点の最安値で販売。その他クラブは5%OFF対象となります。

JAPAN DOCTOR’S CARDまたは、その他
医師協が発行する

日本全国400店舗を超える
スポーツデポ・アルペン・ゴルフ5が
サポート致します。
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尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合せ下さい。

購買部取扱い商品のご案内
（ご注文、お問い合せは所属の医師協にお願いします）

高額な医学書を始めとして、一般書（単行本、文庫本）も
特別価格でご提供しています。
是非とも本サービスのご利用を
ご検討お願い致します。

《組合員特別価格》が
  適用されます!!

各WEBサイトでの販売価格よりも、断然
お得です。販売価格は、所属の医師協に
お問い合せ下さい。

※医師協が実施する書籍事業の内、本サービスは送料無料となり
ます。同様の書籍サービスは条件が相違しますので、ご注意を
お願いします。詳細は、所属の医師協にお問い合せ下さい。

その1
《送料無料》です!!

ご注文金額に関わらず送料はかかりません。

その2

医師協同組合だから出来る
【書籍の販売サービス】は
ご存知ですか?

書籍販売サービスの2大特典

「書籍販売サービス」のご案内
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尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合せ下さい。

【○○○○○○○○】

「医師協CARD」新規加盟店のご案内!!

【カード加盟店・カード協賛店】
は、各医師協同組合と全国医
師協同組合連合会のホーム
ページにある【JDカードなび】
で検索可能です。
是非、一度ご覧下さい。

お問い合せ・お申込み先
大阪府医師協（TEL　06-6768-2053）・岡山医師協（TEL　086-273-9525）・沖縄県医師協（TEL　098-889-0081）・
岐阜県医師協（TEL　058-274-1116）・京都府保事協（TEL　075-212-4193）・神戸医師協（TEL　078-241-8819）・
滋賀県医師協（TEL 077-516-8660）・静岡県医師協（TEL　054-246-0001）・千葉市医師協（TEL　042-242-1089）・
徳島医師協（TEL　088-624-6411）・奈良県医師協（TEL　0742-34-7991）・西東京医師協（TEL　042-524-6411）・
広島県医師協（TEL　082-294-1800）・福井県医師協（TEL　0776-24-0367）・宮城県医師協（TEL　022-722-8241）・
山形県医師協（TEL　023-666-5300）・和歌山県医師協（TEL　073-422-2678）に所属される先生で、まだJAPAN 
DOCTOR’S CARDをお持ちでない場合、 対象の医師協にお問い合せの上で、 お申込みをお願いします。

各医師協の取り組みにより
全国及び東京、関東圏に
有名レストラン、有名ホテルなど、
お得にご利用出来る店舗が増加中！！

お得ポイント 1

年会費が本人もご家族もお得！

お得ポイント 2
加盟店でのご利用がお得！
（全国 約400店舗）

お得ポイント 3

ご利用枠が高額設定でお得！

※既に本カードをお持ちの場合、カード更新時期に切替えさせて頂きます。

一般カード 初年度の年会費　無料

ゴールドカード 初年度の年会費　半額

・有名百貨店でのお買い物　最大５％還元
・有名ホテルの宿泊、レストランの飲食代金
が最大20％割引

一般カード ・130万円

ゴールドカード ・200万円

全国の医師のためのステータスカード【JAPAN DOCTOR’S CARD】新規カード会員を募集中！!
只今、新規ご入会キャンペーン実施中。

（平成27年9月末までにご入会の本会員様へVJAギフトカード1,000円分プレゼント）

JAPAN DOCTOR�S CARD

一般カード ゴールドカード

下記の医師協が医師協CARDの取り組みを開始します。医師協CARDの資料、申込書等を
送付させて頂きますので、対象の医師協に所属されている先生は、お問い合せ下さい。

大森医師協（TEL　03-3772-2156）・石川県医師協（TEL　076-239-4144）・高知医師協（TEL　088-833-1241）
速 報

「JAPAN DOCTOR’S CARD」（医師協CARD）のご案内!!
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尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合せ下さい。

「JAPAN DOCTOR’S CARD」新規加盟店のご案内!!

レストラン  タテル  ヨシノ  銀座（銀座）

美食の街・銀座にあるレストラン タテル ヨシノ 銀座では、「テロ
ワ（大地）の料理」をテーマに、吉野建シェフが情熱をかけて
創作するフランス料理を提供しております。上質なワインやサー
ビスとともに至福の時をお過ごしください。

《カード特典》
ディナー時に食前酒をサービス

（1グループ 4名様まで）
※ 必ず予約、来店時に本カードご利用の旨

をお知らせ下さい。
※その他の割引・サービスとの併用は不可。

《営業時間》
ランチ：11：30～14：00（LO）
ディナー：18：00～21：00（LO）
休業日：元日

TEL 03-3563-1511
東京都中央区銀座4-8-10 PIAS GINZA12F
アクセス
東京メトロ：銀座線、丸の内線、日比谷線  銀座駅A7出口徒歩1分
都営地下鉄：浅草線 東銀座駅A2出口徒歩1分

吉野建シェフによる真のフランス料理
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尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合せ下さい。

「JAPAN DOCTOR’S CARD」新規加盟店のご案内!!

長野ホテル犀北館（長野）

信州食材を信州木曽漆器で愉しむ
シャンパンバー”漆舎”も魅力。

《カード特典》
・宿泊：ホームページ掲載の正規料金の5％還元
（電話予約のみ）
・飲食：館内レストラン、バーの飲食代の5％還元
※ ご予約、来店の際、必ず本カードご利用の旨を

お伝え下さい。
※その他の割引・サービスとの併用は不可。

《営業時間》
チェックイン14：00 チェックアウト12：00noon
休業日：なし

《ホテル内直営レストラン》
Champagne Bar“漆舎”　日本料理“紀元茶寮”　中国料理“寒山拾徳”
グリル洋定食とみんなのワイン食堂“SEIJI”　Bar“SEIJI”

TEL 026-235-3333
長野県長野市県町528-1
アクセス
北陸新幹線 JR長野駅下車
長野駅よりタクシー5分または徒歩15分
駐車場無料

善光寺に程近い立地



 ●42
尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合せ下さい。

「JAPAN DOCTOR’S CARD」新規協賛店のご案内!!

銀座一期（銀座）

日本料理とおでんを楽しんで頂けるお店です。
北海道から取り寄せた真昆布や注文を受けてから削る枕崎
の本枯れ節などからとった極上の出汁。その他、産地直送の
旬の食材を使った本格日本料理が堪能できます。

《カード特典》
ワンドリンクサービス
※ ご予約、ご来店の際、必ず本カードご利用

の旨をお伝え下さい。
※その他の割引・サービスとの併用は不可。
※要予約となります。

《営業時間》
17：30～21：00（LO）
定休日：日曜日・祝日・お盆期間・年末年始

TEL 03-3573-2015
東京都中央区銀座8-7-7 JUNO銀座誠和ビル3階
アクセス
JR、地下鉄新橋駅から徒歩10分

茶室のような空間で味わう本格日本料理

四季折々、趣向を凝らしたお料理で
皆様のお越しをお待ちしております。
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尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合せ下さい。

「JAPAN DOCTOR’S CARD」新規協賛店のご案内!!

ビストロ タカ（東京 湯島）

本格的なフランス料理を、食べ慣れない方にも分かりやすく
伝わる美味しさでご提供したいと考えます。

「きちんと美味しいフランス料理」。
アットホームで落ち着いた雰囲気の中で、気軽にゆったりとお
食事をお楽しみ下さい。

《カード特典》
・ ディナー時のグラススパークリングワイン

サービス
※ ご予約、ご来店の際、必ず本カードご利

用の旨をお伝え下さい。
※その他の割引・サービスとの併用は不可。

《営業時間》
ランチ11：30～15：00（LO14：00）
※土・日・祝は12：00～
ディナー18：00～22：30（LO21：00）
休業日：月曜日、第1・第3火曜日

TEL 03-3836-9250
東京都文京区湯島2-33-1
アクセス
地下鉄千代田線湯島駅 5番出口 徒歩3分、
上野駅からタクシーで10分

湯島天満宮すぐそばの本格フレンチ

湯島天満宮にほど近く、路地を入ると目を引くレンガを施した一軒家風レストラン。
席数14席と小ぢんまりした店内は、何となく落ち着く温かい空間です。
皆様の特別な時間作りのお手伝いを致します。



 ●44
尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合せ下さい。

「JAPAN DOCTOR’S CARD」新規協賛店のご案内!!

パーク ハイアット 東京（新宿）

東京都庁から至近の新宿パークタワーの上層部に位置し、
高層階からの眺望とともにプライベートなご滞在が叶うパーク 
ハイアット 東京。上質で快適なステイは出張や記念日などに
おすすめのほか、独創的なダイニング体験も好評です。

《カード特典》
・宿泊優待料金（朝食・スパ利用特典付）
・ 梢／ジランドールにてディナーご利用時に

グラスシャンパン1人1杯サービス
※ ご予約、ご来店の際、必ず本カードご利

用の旨をお伝え下さい。
※その他の割引・サービスとの併用は不可。

ジランドールパーク デラックス ルーム

TEL 03-5322-1234
東京都新宿区西新宿3-7-1-2
アクセス
JR新宿駅南口より徒歩約12分、
地下鉄大江戸線都庁前駅より徒
歩約8分、新宿西口新宿エルタ
ワー横よりシャトルサービス約5分

（定員9名）

東京を一望しながら上質な寛ぎのひとときを

《営業時間》
チェックイン 平日 午後1時、土・日・祝日 午後3時
チェックアウト 正午
40階「梢」   ディナー 午後5時30分～午後9時30分

（ランチ 午前11時30分～午後2時30分）
41階「ジランドール」   ディナー 午後5時～午後9時30分

（レストラン営業は午前6時30分～午後9時30分）
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尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合せ下さい。

「JAPAN DOCTOR’S CARD」新規協賛店のご案内!!

JR東日本ホテルズ

レールからそのままホテルへ。
駅に近くビジネスや観光の拠点にフットワーク抜群のシティホテル。
ゆったりとしたベッド、機能的なライディングデスク、明るくさわやかな
インテリアとバスルームを完備したビジネスホテル。
おいしい地元レストラン、自然の中で楽しむアクティビティなど、
ご家族の皆さんでお愉しみ頂けるリゾートホテル。
東日本エリアを中心に45のホテルで皆様のお越しをお待ちしています。

●東京ステーションホテル

東京都千代田区丸の内1-9-1
TEL 03-5220-1111

【アクセス】 JR東京駅丸の内南口直結
 JR東京駅新幹線中央乗換口より徒歩1分

●ホテルメッツ新潟

新潟県新潟市中央区花園1-96-47
TEL 025-246-2100

【アクセス】 JR新潟駅西側連絡通路直結

●ホテルメトロポリタン仙台

宮城県仙台市青葉区中央1-1-1
TEL 022-268-2525

【アクセス】 JR仙台駅より徒歩約1分
 地下鉄仙台駅より徒歩約1分

●ホテルフォルクローロ大湊

青森県むつ市大湊新町7-20
TEL 0175-24-0051

【アクセス】 JR大湊駅隣接

《カード特典》
・ 各ホテルの宿泊がご優待料金
（正規室料の10～50％OFF）。

※ 他の割引、サービスとの併用は
不可。

  東京ステーションホテル
  ホテルメトロポリタン（池袋）、ホテルメトロポリタン エドモント（飯田橋・水道橋）
  ホテルメトロポリタン丸の内、高崎、長野、山形、仙台、盛岡、盛岡ニューウィング、秋田
  渋谷・目白・駒込・田端・高円寺・武蔵境・国分寺・久米川・立川・赤羽・浦和・川崎・横浜鶴見
  溝ノ口・かまくら大船・津田沼・水戸・長岡・新潟・福島・北上・八戸・アール・メッツ宇都宮
  館山・みなかみ・佐渡相川
  三陸釜石・花巻東和・高畠・角館・大湊   シーサイドホテル芝弥生
  ホテルニューグランド アーバンリゾートホテ  ホテルドリームゲート舞浜

《対象ホテルのご紹介》
東京ステーションホテル
メトロポリタンホテルズ

 
ホテルメッツ

 
ホテルファミリーオ

ホテルフォルクローロ
アソシエイトホテル

弥生会館
アーバンリゾートホテル

『東日本のJR路線を基点にした駅近のホテル』

＊ ご予約は、各医師協または全国医師協同組合連合会
のHPにある専用バナーからどうぞ カードなびによるご予約は8月の中旬頃を

予定しております。
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り
ま
し
た
。

ま
た
、
各
医
師
協
同
組
合
の
代
理
店
を
対
象

に
販
売
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、「
休

診
共
済
」と「
生
命
共
済
」の
新
規
契
約
を
1
ポ

イ
ン
ト
と
し
、
そ
の
合
計
ポ
イ
ン
ト
の
上
位
10

医
師
協
同
組
合
の
代
理
店
を
表
彰
す
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。（
実
施
期
間
：
平

成
26
年
4
月
1
日
～
平
成
27
年
3
月
31
日
）

そ
の
結
果
、
第
1
位
が
神
戸
医
師
協
同
組
合
、

第
2
位
が
和
歌
山
県
医
師
協
同
組
合
、
第
3
位

が
京
都
府
保
健
事
業
協
同
組
合
他
10
位
ま
で
の

医
師
協
同
組
合
の
代
理
店
に
J
M
C
厚
生
会
の

鮄
川
理
事
長
か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
入
賞
は
下
表
の
医
師
協
同

組
合
の
代
理
店
で
す
。

キャンペーン入賞組合と鮄川JMC厚生会理事長

JMC厚生会 鮄川理事長表彰状の授与

「JMC厚生会」販売促進キャンペーン表彰式

順位 組合名
1 位 神戸医師協同組合
2 位 和歌山県医師協同組合
3 位 京都保健事業協同組合
4 位 広島県医師協同組合
5 位 筑紫医師協同組合
6 位 大分市医師事業協同組合
7 位 宮崎県医師協同組合
8 位 城西医師協同組合
9 位 福井県医師協同組合

10 位 大森医師協同組合

JMC厚生会販売促進
キャンペーン入賞組合
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保険商品一覧
保険会社名

生活習慣病保険
生活障害保障

ガン保険

医療保険

アクサ生命保険

メットライフ生命保険

ジブラルタ生命保険
損保ジャパン日本興亜ひまわり生命保険
東京海上日動あんしん生命保険
三井住友海上あいおい生命保険
AIU損害保険
損保ジャパン日本興亜
東京海上日動火災保険
三井住友海上火災保険
エヌエヌ生命保険
メットライフ生命保険
アクサ生命保険
東京海上日動あんしん生命保険
損保ジャパン日本興亜
東京海上日動火災保険
損保ジャパン日本興亜ひまわり生命保険
メットライフ生命保険
アクサ生命保険

終身医療保険
新医療保険
新終身医療保険
終身医療保険（生存還付給付金付）
医療保険
終身医療保険
医療保険
新医療保険
医療保険
医療保険
医療保険
傷害疾病保険
（無配当）ガン保険
ガン保険
ガン保険
がん治療支援保険
ガン保険
ガン保険
ガン保険
生活習慣病保険
生活障害保障型定期保険

保険種類

4 病気・ケガに備える

5 貯蓄と保障を求める
保険会社名

養老保険
生存保険
ユニット・リンク保険

プルデンシャル生命保険
メットライフ生命保険
アクサ生命保険

積立利率変動型年金支払型特殊養老保険
生存保障保険
ユニット・リンク保険

保険種類

66 老後に備える
保険会社名 保険種類

年金保険
朝日生命保険 新個人年金保険
プルデンシャルジブラルタファイナンシャル生命保険 拠出型企業年金

保険会社名 保険種類

7 介護に備える
保険会社名

介護保険 メットライフ生命保険 日常生活動作障害保障保険

保険種類

8 ライフプランの変更に対応する
保険会社名

貯蓄・保障分離型保険 朝日生命保険 利率変動積立型終身保険

保険種類

保険会社名

個人情報漏洩保険
AIU損害保険
損保ジャパン日本興亜
東京海上日動火災保険

業務過誤賠償責任保険
業務過誤賠償責任保険
賠償責任保険

9 情報漏洩の事故に備える
保険種類

保険会社名

統合型保険 損保ジャパン日本興亜
東京海上日動火災保険

傷害総合保険（パンダ君）（夫婦ペア）（JMCプラン）
フルガード保険

保険種類

10 広範囲のリスクに対応する
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全医協連取扱い
1 死亡に備える

保険会社名

終身保険

定期保険

健康体割引保険

収入保障保険

アクサ生命保険

メットライフ生命保険

アクサ生命保険
ジブラルタ生命保険

損保ジャパン日本興亜ひまわり生命保険

東京海上日動あんしん生命保険

三井住友海上あいおい生命保険

エヌエヌ生命保険

アクサ生命保険

メットライフ生命保険

ジブラルタ生命保険
損保ジャパン日本興亜ひまわり生命保険
大同生命保険
エヌエヌ生命保険
メットライフ生命保険
損保ジャパン日本興亜ひまわり生命保険

家族収入特約付終身保険
終身保険（引受基準緩和型）
円建保険金額保証特約付新終身保険
終身保険
新特定疾病給付終身保険
積立利率変動型終身保険
終身保険
終身保険
無配当終身保険
5年ごと利差配当付終身保険
低解約返戻金型終身保険
無選択型終身保険
5年ごと利差配当付終身保険
5年ごと利差配当付低解約返戻金型終身保険
特定疾病保障終身保険
（無配当）無解約返戻金型定期保険
（無配当）定期保険
（無配当）低解約返戻金型定期保険
低払いもどし金型定期保険
平準定期保険・収入保障保険
平準定期保険（リスク細分型保険料率適用）
定期保険
定期保険
健康体割引特約付定期保険
（無配当）無解約返戻金型収入保障保険
収入保障保険（解約返戻金抑制型）
無解約返戻金型収入保障保険

保険種類

2 就業不能に備える
保険会社名

団体長期障害
所得補償保険

事業主費用担保特約付帯
所得補償保険

所得補償保険
損保ジャパン日本興亜
東京海上日動火災保険
三井住友海上火災保険
損保ジャパン日本興亜
東京海上日動火災保険
三井住友海上火災保険
損保ジャパン日本興亜
東京海上日動火災保険

所得補償保険
所得補償保険
所得補償保険
団体長期障害所得補償保険
団体長期障害所得補償保険
団体長期障害所得補償保険
事業主費用担保特約付帯所得補償保険
事業主費用担保特約付帯所得補償保険

保険種類

3 事故に備える
保険会社名

傷害保険

ゴルファー保険

エヌエヌ生命保険
AIU損害保険
東京海上日動火災保険

あいおいニッセイ同和損害保険

三井住友海上火災保険
東京海上日動火災保険
損保ジャパン日本興亜

（無配当）長期傷害保険㈵型
傷害保険
傷害保険
傷害保険
骨折等担保特約付傷害保険
傷害保険
ゴルファー保険
ゴルファー保険

保険種類
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務
長
の
司
会
の
下
、『
鹿
児
島
市
維
新
ふ
る
さ
と

館 

特
別
顧
問 

福
田 

賢
治
氏
』に『
薩
摩
の
偉
人

か
ら
学
ぶ
リ
ー
ダ
ー
論
と
精
神
』と
い
う
演
題
に

て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
銅
像
に
見
る
二

人（
東
京
上
野
と
鹿
児
島
の
西
郷
隆
盛
像
・
大
久

保
利
通
像
）の
人
物
像
・
明
治
維
新
で
中
心
的
役

割
を
果
た
し
た
薩
摩
・
島
津
忠
良
が
完
成
さ
せ
、

薩
摩
の
サ
ム
ラ
イ
精
神
を
育
ん
だ『
郷
中
教
育
』・

島
津
斉
彬
の
薫
陶
・
西
郷
、
大
久
保
の
生
き
方
、

考
え
方
の
共
通
点
と
相
違
点
等
と
大
変
興
味
の

あ
る
薩
摩
に
関
す
る
歴
史
を
ご
講
演
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
購
買
・
保
険
と
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当

別
に
会
議
を
執
り
行
い
、
購
買
部
会
で
は
当
連

合
会
の
現
況
等
の
報
告
の
後
、
全
医
協
連
の
喜

多
原
事
務
局
長
よ
り
福
利
厚
生
サ
ー
ビ
ス【
ラ
フ

ォ
ー
レ
俱
楽
部
】の
利
用
実
績
報
告
及
び
大
手
ホ

テ
ル
と
の
連
携（
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
）が
あ
り
、
今

後
も
利
用
拡
大
に
な
る
旨
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
ボ
ル
ボ
車
両
紹
介
事
業
の
実
績
報
告

が
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
開
始
後
9
ヶ
月
で
す
で
に

96
台
の
成
約
が
あ
り
、
今
後
も
期
待
で
き
る
事

業
で
あ
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

全
医
協
連
萩
原
様
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
書
店
販
売

事
業
実
績
報
告
、春
季
J
M
C
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
案

内
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
販
売
サ
ー
ビ
ス（
ア
ル
ペ
ン

グ
ル
ー
プ
と
の
連
携
）の
利
用
方
法
等
の
説
明
が

平
成
二
十
七
年
三
月
十
四
日（
土
）と
十
五
日

（
日
）の
二
日
間
に
亘
り
、
鹿
児
島
県
医
師
協
同

組
合
当
番
の
下
、
全
医
協
連
か
ら
喜
多
原
事
務

局
長
・
塚
越
課
長
・
萩
原
様
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、

平
成
二
十
六
年
度
九
医
協
連
職
員
研
修
会
が
鹿

児
島
市
の
城
山
観
光
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
初
日
は
職
員
研
修
会
、
購
買
・
保
険
部
会
、

懇
親
会
、
翌
日
は
親
善
観
光
・
ゴ
ル
フ
と
い
う
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

職
員
研
修
会
で
は
、
鹿
児
島
医
協
の
福
島
事

あ
り
ま
し
た
。
協
議
事
項
で
は
新
商
品
の
取
扱

い
と
し
て
、地
域
医
療
連
携
に
特
化
し
た
シ
ス
テ

ム「
い
つ
で
も
処
方
箋
」、
及
び
水
道
水
が
、
天
然

ミ
ネ
ラ
ル
た
っ
ぷ
り
の
水
に
変
わ
る
風
化
造
礁

サ
ン
ゴ（
コ
ー
ラ
ル
サ
ン
ド
）の
詳
細
な
説
明
が

あ
り
、
2
商
品
と
も
取
扱
い
商
品
と
し
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

保
険
部
会
で
は
当
連
合
会
の
現
況
等
の
報
告

の
後
、協
議
事
項
で
は
明
治
安
田
シ
ス
テ
ム
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー（
株
）（
収
納
シ
ス
テ
ム
）の
紹
介
、
損
保

ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜
ひ
ま
わ
り
生
命
㈱
の
新
医

療
保
険
の
説
明
が
あ
り
、
取
扱
い
す
る
こ
と
に

决
定
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
全
医
協
連
の
塚
越
課

長
よ
り
共
済
事
業
の
販
売
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

も
含
め
た
、
今
後
の
販
売
方
法
に
つ
い
て
説
明

を
頂
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
懇
親
会
と
な
り
、
鹿
児
島
県
医
師

協
同
組
合
池
田
理
事
長
の
ご
挨
拶
、
九
州
医
師

協
同
組
合
連
合
会
の
香
江
会
長
の
ご
挨
拶
、
そ

の
後
、
鹿
児
島
県
医
師
協
同
組
合
鉾
之
原
専
務

理
事
に
よ
る
乾
杯
の
ご
発
声
に
て
、
開
会
と
な

り
、
各
組
合
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
懇
親
会
終
了
後
に
は
そ

れ
ぞ
れ
二
次
会
・
三
次
会
へ
と
夜
の
街
へ
出
か
け

た
の
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
天
文
館
は
大
い
に

賑
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

翌
日
の
懇
親
観
光
は
あ
い
に
く
の
雨
の
中
、

香江会長
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を
満
喫
し
て
頂
き
、
鹿
児
島
空
港
・
J
R
鹿
児
島

中
央
駅
で
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
ゴ
ル
フ
組
は
ホ
テ
ル
か
ら
車
で
約
五
十

分
程
の『
溝
辺
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
』に
て
、
三
組

十
一
名
参
加
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
コ
ー
ス
は
山
間
に
位
置
し
て
い
て
、
と
こ
ろ

ど
こ
ろ
コ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
難
し
い
戦
略

的
な
ホ
ー
ル
も
あ
り
ま
す
が
、全
体
に
広
々
し
て

景
観
も
よ
く
、
気
持
よ
く
プ
レ
ー
し
て
い
た
だ

く
は
ず
で
し
た
が
、
ス
タ
ー
ト
前
か
ら
の
風
雨
が

一
日
中
続
き
コ
ー
ス
の
顔
が
一
変
し
た
様
子
で
し

た
。
た
だ
、
ハ
ー
フ
で
止
め
よ
う
と
言
い
出
さ
れ

ホ
テ
ル
を
八
時
二
十
分
に
出
発
し
、
桜
島
の
噴

火
と
成
長
の
歴
史
や
植
物
の
遷
移
、
地
域
の
観

光
情
報
や
防
災
活
動
な
ど
紹
介
し
て
い
る
桜
島

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
や
県
の
文
化
財
、天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
黒
神
埋
没
鳥
居（
大
正
三

年
に
大
噴
火
し
た
際
、
黒
神
町
一
帯
が
火
山
灰
、

軽
石
等
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
笠
木
の
部
分
だ
け

残
し
て
埋
没
し
た
。
本
殿
は
灰
の
下
に
眠
っ
て
い

る
。
）を
見
学
し
ま
し
た
。
一
同
噴
火
の
規
模
の

大
き
さ
を
想
像
出
来
な
い
様
子
で
し
た
。

そ
の
後
、
昼
食
会
場
の「
黒
酢
本
舗
桷
志
田
」

へ
移
動
し
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
コ
ー
ス
料
理

る
先
生
も
な
く
？
無
事
に
ホ
ー
ル
ア
ウ
ト
さ
れ

ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
先
生
方
は
疲
労
困
ぱ
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
い
つ
も
の
よ
う
に
ゴ
ル
フ
談
義
で
大

い
に
盛
り
上
が
り
、
賞
品
は
鹿
児
島
の
名
物
を

各
種
取
り
揃
え
て
い
た
だ
き
満
足
顔
で
の
解
散

と
な
り
ま
し
た
。

職
員
研
修
会
開
催
に
当
た
り
、
準
備
段
階
か

ら
熱
心
に
ご
協
力
ご
援
助
い
た
だ
き
ま
し
た
鹿

児
島
医
協
の
役
職
員
の
方
々
へ
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。�

（
九
医
協
連
事
務
長　

水
野
隆
文
）

黒神埋没鳥居

黒酢本舗桷志田

スタート前（「溝辺カントリークラブ」にて）
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東
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海
道
医
師
協
同
組
合
協
議
会
平
成
27
年
度
定
例
協
議
会
報
告

ブ
ロ
ッ
ク
便
り

東
北
北
海
道
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合
連
合
会
か
ら
、
小
林
会
長
、
岩
田
専
務
理
事
、

榮
田
常
務
理
事
、
喜
多
原
事
務
局
長
、
塚
越
・

関
両
課
長
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
総
勢
56
名

の
出
席
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
番
組
合
で
あ
る
宮
城
県
医
師
協
同
組
合
の

板
橋
常
務
理
事
の
司
会
で
開
会
さ
れ
、
宮
城
県
・

嘉
数
理
事
長
よ
り
挨
拶
の
後
、
全
医
協
連
・
小
林

会
長
よ
り
ご
来
賓
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
い
で
、
新
た
に
加
わ
っ
た
青
森
県
医
師
協

同
組
合
・
齋
藤
理
事
長
が
紹
介
さ
れ
ご
挨
拶
を

い
た
だ
い
た
。
続
い
て
当
番
組
合
の
嘉
数
理
事

長
が
議
長
に
指
名
さ
れ
議
事
に
入
り
、
以
下
の

事
項
に
つ
い
て
報
告
・
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
報
告
】

（
1
）協
議
会
当
番
組
合
の
引
継
ぎ
に
つ
い
て

（
2
）平
成
26
年
度
協
議
会
事
業
報
告
に
つ
い
て

（
3
）平
成
26
年
度
会
計
報
告
に
つ
い
て

【
協
議
】

（
1
）平
成
27
年
度
協
議
会
収
支
予
算（
案
）につい
て

（
2
）全
医
協
連
役
員
等
の
推
薦
に
つ
い
て

�　

全
医
協
連
よ
り
の
役
員
推
薦
委
員
選
出
依

頼
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
、
徳
永
正
靱
・

山
形
県
医
師
会
協
同
組
合
理
事
長
を
推
薦
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

�　

な
お
、
理
事
・
監
事
候
補
者
に
つ
い
て
は
、

候
補
者
を
議
長
提
案
の
と
お
り
絞
り
込
み
、

推
薦
委
員
会
に
持
ち
込
む
こ
と
が
承
認
さ
れ
、

部
会
員
に
つ
い
て
は
、
新
役
員
確
定
後
の
依

頼
を
待
っ
て
推
薦
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

�　

ま
た
、
調
査
研
究
員
に
は
、
購
買
部
・
北

平
成
27
年
4
月
25
日（
土
）仙
台
市
の
ホ
テ
ル

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
仙
台
に
お
い
て
、
東
北
北
海

道
医
師
協
同
組
合
協
議
会
平
成
27
年
度
定
例
協

議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
会
に
は
、
北
海
道
・
い
わ
て
・
山
形
県
・

宮
城
県
の
各
医
師
協
役
職
員
と
、
平
成
27
年
4

月
1
日
よ
り
事
業
開
始
を
し
た「
青
森
県
医
師

協
同
組
合
」が
正
式
加
入
、
設
立
準
備
を
進
め

て
い
る
福
島
県
医
師
会
に
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と

し
て
出
席
を
い
た
だ
い
た
。
全
国
医
師
協
同
組

海
道
医
協
、
福
祉
部
・
宮
城
県
医
協
と
す
る

こ
と
を
承
認
。

（
3
）協
議
会
会
則
の一
部
改
正
に
つ
い
て

（
4
）情
報
交
換

�　

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
の
、福
島
県
医
師
会
・

星
副
会
長
よ
り
、
医
協
設
立
に
か
か
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
概
要
報
告
が
あ
り
、
今
年
度
中

の
設
立
を
目
指
し
準
備
を
進
め
て
い
る
と
の

報
告
が
あ
っ
た
。

（
5
）全
医
協
連
部
会
等
活
動
報
告
・
情
報
提
供

�　

喜
多
原
全
医
協
連
事
務
局
長
よ
り
、
全
体

報
告
と
し
て
、
ラ
フ
ォ
ー
レ
倶
楽
部
等
福
利

厚
生
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い
て
、
関
課
長
よ

り
、
J
D
カ
ー
ド
取
組
状
況
・
ボ
ル
ボ
車
両

紹
介
事
業
等
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
塚
越

課
長
か
ら
は
、
J
M
C
厚
生
会
の
保
険
事
業

に
つ
い
て
現
況
報
告
が
あ
っ
た
。

�　

最
後
に
、
次
期
当
番
組
合
と
な
る
い
わ
て

医
師
協
同
組
合
の
眞
瀬
理
事
長
よ
り
挨
拶
が

あ
り
閉
会
と
な
っ
た
。

協
議
会
終
了
後
、
会
場
を
移
し
て
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
、
嘉
数
理
事
長
の
歓
迎
の
挨
拶
、
次

期
当
番
組
合
の
い
わ
て
医
協
・
眞
瀬
理
事
長
の

乾
杯
の
音
頭
で
開
宴
し
ま
し
た
。
宮
城
県
自
慢

の
地
酒
を
味
わ
い
な
が
ら
和
や
か
な
雰
囲
気
で

楽
し
い
歓
談
が
続
き
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間

は
過
ぎ
、
閉
会
後
、
各
医
師
協
さ
ん
は
三
々

五
々
中
心
街
へ
と
向
か
っ
た
よ
う
で
す
。

（
宮
城
県
医
協
事
務
次
長　

福
田
正
俊
）

協議会風景
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平
成
27
年
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第
1
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医
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協
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国
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ッ
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協
議
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開
催 
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ブ
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便
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四
国
ブ
ロ
ッ
ク

協
議
会
で
は
、
松
山
市
医
協
の
河
辺
専
務
理

事
が
式
次
第
に
則
っ
て
開
会
し
、
村
上
理
事
長

か
ら
歓
迎
挨
拶
の
後
、
小
林
会
長
か
ら
青
森
県

に
県
単
位
の
医
協
が
発
足
し
た
こ
と
、
ラ
フ
ォ

ー
レ
倶
楽
部
の
福
利
厚
生
サ
ー
ビ
ス
、
日
販
書

籍
斡
旋
事
業
、
J
D
カ
ー
ド
の
推
進
、
ボ
ル
ボ

車
両
紹
介
事
業
等
に
つ
い
て
の
現
状
報
告
を
交

え
、
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〔
報
告
事
項
〕

1
．
医
師
協
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
会
計
報
告

2
．
購
買
調
査
研
究
会
か
ら
の
報
告

3
．
福
祉
調
査
研
究
会
か
ら
の
報
告

4
．
全
医
協
連
事
務
局
か
ら
の
報
告
説
明

〔
協
議
事
項
〕

1
．

全
医
協
連
役
員
改
選
に
伴
う「
役
員
推
薦

委
員
」選
出
に
つ
い
て

2
．

全
医
協
連
役
員
改
選
に
伴
う「
監
事
」選

出
に
つ
い
て

協
議
会
終
了
後
、
2
階
ア
ル
バ
ー
ト
に
会
場

を
移
し
、
次
期
開
催
組
合
の
徳
島
医
協
豊
﨑
理

事
長
か
ら
乾
杯
の
ご
発
声
を
い
た
だ
き
懇
親
会

に
入
り
ま
し
た
。
道
後
山
の
手
ホ
テ
ル
と
言
え
ば
、

道
後
で
唯
一
の
洋
風
ホ
テ
ル
で
、
外
観
か
ら
館
内

ま
で
古
き
よ
き
時
代
の
英
国
を
感
じ
さ
せ
て
く

れ
る
ホ
テ
ル
と
し
て
特
に
女
性
に
人
気
の
あ
る

ホ
テ
ル
で
す
が
、
ホ
テ
ル
自
慢
の
洋
食
に
充
分
ご

堪
能
い
た
だ
け
た
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

懇
親
会
終
了
後
は
、
同
系
列
の「
山
の
手
マ
リ

ア
ー
ジ
ュ
ガ
ー
デ
ン
」に
場
所
を
移
し
、
水
と
光

の
幻
想
的
な
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
で
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク

平
成
27
年
5
月
16
日（
土
）午
後
5
時
か
ら
、

平
成
27
年
度
第
1
回

医
師
協
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
協

議
会
を
松
山
市
医
師
協
同
組
合
の
担
当
で
、
道

後
山
の
手
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

全
医
協
連
か
ら
小
林
会
長
は
じ
め
6
名
の
参

加
と
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
徳
島
医
協
の
豊
﨑
理

事
長
は
じ
め
4
名
、
愛
媛
県
医
協
の
友
松
理
事

は
じ
め
4
名
、
高
松
市
医
協
の
曽
我
部
理
事
長

は
じ
め
4
名
、
高
知
医
協
の
江
渕
副
理
事
長
は

じ
め
3
名
、
ま
た
、
松
山
市
医
協
か
ら
村
上
理

事
長
は
じ
め
8
名
の
総
勢
29
名
が
参
加
の
も
と

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

な
雰
囲
気
の
中
で
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

翌
日
に
は
、
奥
道
後
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
て
親

睦
ゴ
ル
フ
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
は
、
柴
田
錬
三
郎
の
為
に
造
ら
れ
作

家
の
皆
様
が
楽
し
ん
だ
、
由
緒
あ
る
大
木
や
四

季
折
々
の
花
々
が
各
ホ
ー
ル
を
彩
る
珍
し
い
コ

ー
ス
を
持
つ
名
門
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
す
。

愛
媛
県
内
は
前
日
か
ら
濃
霧
注
意
報
が
で
て

お
り
、
当
日
も
ゴ
ル
フ
場
で
は
濃
霧
が
覆
い
、

視
界
も
ぼ
ん
や
り
し
た
状
態
で
し
た
が
、
徐
々

に
晴
れ
間
が
見
え
始
め
、
風
ひ
と
つ
な
い
晴
天

の
も
と
、
8
名
の
先
生
方
に
は
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

協
議
会
当
日
は
、
愛
媛
県
内
に
濃
霧
注
意
報

が
発
令
、
海
上
で
発
生
し
た
霧
が
昼
過
ぎ
ま
で

覆
い
、
松
山
空
港
の
発
着
便
に
欠
航
が
生
じ
ま

し
た
。
全
医
協
連
職
員
3
名
は
午
前
中
松
山
に

到
着
の
予
定
で
し
た
が
、
着
陸
で
き
ず
羽
田
空

港
ま
で
引
き
返
す
羽
目
に
な
っ
た
こ
と
を
聞
き
、

生
き
た
心
地
は
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

推
察
い
た
し
ま
し
た
。
恐
怖
心
が
残
る
中
、
機

材
乗
り
換
え
て
再
ト
ラ
イ
後
、
無
事
来
松
い
た

だ
き
ま
し
た
。
大
変
感
謝
い
た
し
ま
す
。

併
せ
て
協
議
会
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た

他
医
師
協
役
職
員
の
皆
様
に
も
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
松
山
市
医
協
事
務
長　

佐
伯
健
二
）

懇親会風景

協議会の模様
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書籍紹介

本
著
は
イ
ギ
リ
ス
で
の
出
版
書
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
私
た
ち
と
英
国

と
で
は
宗
教
感
が
異
な
る
か
ら
か
タ
イ
ト
ル
が
し
っ
く
り
と
こ
な
い
が
、
内
容

は
断
片
的
に
知
っ
て
い
る
こ
と
も
多
く
、
医
学
史
の
退
屈
な
羅
列
で
は
な
く
医

学
史
を
ベ
ー
ス
に
し
た
物
語
性
の
あ
る
本
と
し
て
気
楽
に
読
め
る
。

私
が
興
味
深
く
読
ん
だ
の
は
、
第
5
章「
戦
場
に
て
」の
く
だ
り
で
あ
る
。「
戦

争
」は
、
人
類
の
営
み
を
最
も
悲
劇
的
に
、
そ
し
て
ば
か
ば
か
し
く
滑
稽
に
描
き

だ
す
。
本
著
の
主
な
戦
場
は
ク
リ
ミ
ア
戦
争
で
あ
る
が
、
英
国
は
こ
の
戦
争
の
当

事
国
で
あ
り
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
貯
蔵
の
豊
富
な
資
料
の
中
か
ら
医
学
・

医
療
に
関
す
る
こ
と
を
史
実
と
し
て
、
当
時
の
医
療
水
準
や
開
発
さ
れ
た
ば
か

り
の
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
麻
酔
を
使
用
す
る
か
ど
う
か
の
議
論
が
描
か
れ
て
い
る
。

ク
リ
ミ
ア
戦
争
に
お
い
て
は
、
太
平
洋
戦
争
の
日
本
軍
同
様
に
、
被
弾
よ
り

も
栄
養
不
足
あ
る
い
は
不
衛
生
に
よ
る
病
死
の
ほ
う
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
と

い
う
。
こ
う
し
た
中
で
、
現
代
医
療
の
基
礎
と
な
る
消
毒
法
・
全
身
麻
酔
・
ナ
イ

チ
ン
ゲ
ー
ル
に
よ
る
看
護
学
そ
れ
か
ら
国
際
赤
十
字
な
ど
、
必
要
に
迫
ら
れ
て

萌
芽
す
る
。

し
か
し
こ
れ
ら
に
よ
る
恩
恵
を
人
々
が
十
分
に
享
受
す
る
の
は
、
一
世
紀
も

後
の
こ
と
だ
。
当
時
の
軍
医
の
主
な
仕
事
は
、
被
弾
し
た
兵
士
の
四
肢
を
切
断

す
る
こ
と
だ
っ
た
と
い
う
。
ク
リ
ミ
ア
戦
争
で
の
英
国
軍
兵
士
の
四
肢
切
断
は

1
0
2
7
例
、
ち
な
み
に
同
時
代
の
米
国
南
北
戦
争
に
よ
る
北
軍
の
切
断
は
3

万
例
だ
っ
た
。
重
篤
な
外
傷
で
あ
る
た
め
、
手
術
に
よ
る
の
か
あ
る
い
は
手
術

に
も
関
わ
ら
ず
と
い
う
べ
き
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
周
術
期
の
死
亡
率
は
ほ

と
ん
ど
変
わ
ら
ず
25
％
以
上
30
％
未
満
だ
っ
た
。

さ
て
現
代
の
手
術
室
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
体
モ
ニ
タ
ー
が
装
備
さ
れ
て
、
周

術
期
の
死
亡
率
は
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近
づ
い
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
医
療

の
不
確
実
性
は
存
在
す
る
わ
け
だ
が
、
医
療
を
受
け
る
側
は「
医
療
の
無
謬
性
」

を
当
然
と
す
る
に
至
っ
た
。
こ
う
し
た
認
識
の
ズ
レ
が
医
事
紛
争
の
元
に
も
な

っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
揉
め
事
な
ど
、
拷
問
の
よ
う
な
手
術

を
悲
鳴
を
あ
げ
な
が
ら
受
け
た
時
代
に
比
べ
れ
ば
微
笑
ま
し
い
こ
と
な
の
か
も

知
れ
な
い
。
本
著
を
読
ん
で
、
ふ
と
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
し
ま
っ
た
。

	

（
広
報
部
部
会
長
代
理　

南　

俊
秀
）
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さ
よ
な
ら
が
言
え
な
く
て
悲
嘆
に
く
れ
る
筆
者
、
そ
の
過
程
で
ガ
ン
と
ど
う

闘
う
べ
き
か
を
考
え
る
。

悲
嘆
の
本
質
、
喪
失
に
伴
う
不
快
な
情
動
体
験
、
悲
嘆
か
ら
解
放
さ
れ
る
た

め
の
必
要
条
件
と
十
分
条
件
、
人
は
流
し
た
涙
の
痕
を
た
ど
っ
て
、
悲
し
み
の

世
界
に
戻
る
こ
と
が
で
き
る
。

治
療
に
よ
る
合
併
症
や
副
作
用
、
縮
ま
る
終
末
期
の
抗
が
ん
剤
に
よ
る
命
、

多
忙
の
現
実
を
生
き
つ
つ
も
、そ
の
妻
の
死
を
受
容
す
る
ま
で
の
葛
藤
が
あ
っ
た
。

今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
世
界
が
妻
が
他
界
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
見
え
て
く
る
。

死
と
は
肉
体
と
魂
が
乖
離
し
た
状
態
で
あ
る
が
、
消
化
し
き
れ
な
い
悲
嘆
が

い
つ
ま
で
も
残
り
そ
れ
が
社
会
病
理
の
巣
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
亡
き
人
を
物

語
る
こ
と
は
、
私
達
自
身
の
救
い
に
い
つ
か
は
な
る
。
そ
の
悲
嘆
の
代
償
を
払

い
な
が
ら
、
身
近
な
人
の
死
か
ら
学
ぶ
し
か
な
い
し
、
そ
の
悲
嘆
が
激
し
く
深

い
ほ
ど
そ
の
学
び
も
ま
た
深
い
。

グ
リ
ー
フ
ケ
ア
に
一
時
は
頼
り
な
が
ら
も
、
そ
の
死
と
い
う
現
実
は
万
人
が

必
ず
通
過
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
で
あ
り
、
火
葬
場
を
通
し
て
、
そ
れ
自

体
が
誰
も
の
暮
ら
し
の
延
長
上
に
あ
る
も
の
で
も
あ
る
。
死
は
必
ず
向
こ
う
か

ら
や
っ
て
く
る
も
の
で
あ
り
、
法
律
的
に
は
焼
か
れ
て
残
っ
た
骨
も
灰
も
石
こ

ろ
と
同
じ
自
然
物
で
あ
る
。

妻
と
の
死
、
別
れ
は
別
離
で
は
な
く
死
者
と
の
新
し
い
邂
逅
で
あ
る
こ
と
を

筆
者
自
身
が
感
じ
て
い
る
。
本
書
は
生
者
が
死
者
に
な
っ
た
そ
の
事
実
を
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
て
暮
ら
し
て
い
く
の
か
、
と
い
う
問
題
提
起
で
も
あ
る
。

西
洋
史
研
究
者
で
も
あ
り
平
和
運
動
の
理
論
的
指
導
者
で
あ
っ
た
上
原
専
禄

に
も
通
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
本
文
を
通
し
て
同
じ
境
遇
に
あ
る
人
達
へ

の
福
音
と
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。	

（
筑
紫
医
協
事
務
長　

原
口
光
和
）
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中原  賢一
（諫早市）

グラバー園からの夜景

亀山社中から見た稲佐山からの夕日

グラバー園のクリスマスサービス
（ハートの中で写真を撮ろう）

あじさい祭り（メガネ橋）
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村岡  文雄
（諫早市）

大村公園花菖蒲

諌早公園の大楠（樹齢600年）

諌早万
まん

灯
どう

川
かわ

祭り

諌早万灯川祭り

長崎港祭り（鍋冠山から、船は飛鳥Ⅱ）



HCC：JRCE社が提供する医師と医師協同組合のための会員制情報共有ツール
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告
を
し
、
次
い
で
子
法
人
で
あ
る
休
診
共
済
会

と
J
M
C
厚
生
会
の
担
当
税
理
士
法
人
変
更
に

つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
し
た
。
喜
多
原
事
務
局

長
よ
り
、
日
販
書
籍
販
売
事
業
、
ボ
ル
ボ
車
両

紹
介
事
業
、
大
手
チ
ェ
ー
ン
ホ
テ
ル
法
人
契
約
、

認
可
特
定
保
険
業
、
ラ
フ
ォ
ー
レ
倶
楽
部
な
ど

の
実
施
状
況
と
実
績
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

議
案
審
議
に
移
り
、
第
10
号
議
案「
新
設
医

師
協
同
組
合
加
入
承
認
に
つ
い
て
」の
審
議
に

入
り
ま
し
た
。
喜
多
原
事
務
局
長
よ
り
、
青
森

県
医
師
協
同
組
合
か
ら
中
協
法
の
規
定
に
従
っ

た
弊
会
へ
の
加
入
申
込
書
が
提
出
さ
れ
た
旨
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
登
記
申
請
中
と
の
こ

と
で
、
登
記
が
完
了
し
加
入
申
し
込
み
書
が
提

出
さ
れ
た
後
書
面
議
決
す
る
こ
と
が
全
員
の
賛

成
で
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
第
11
号
議

案「
購
買
部
調
査
研
究
員（
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
）の

交
代
に
つ
い
て
」は
、
喜
多
原
事
務
局
長
か
ら

宮
崎
県
医
協
の
榎
本
愼
司
氏
の
定
年
退
職
に
よ

る
退
任
と
、
新
た
に
北
九
州
市
医
協
の
今
村
昭

仁
氏
を
推
薦
す
る
旨
の
九
医
協
連
の
香
江
会
長

名
で
の
推
薦
状
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

審
議
の
結
果
、
全
員
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
第
12
号
議
案「
職
員
昇
格
に
つ
い
て
」は
、

私
か
ら
関
真
佳
課
長
代
理
の
最
近
の
仕
事
ぶ
り

が
素
晴
ら
し
い
こ
と
、
北
島
博
子
職
員
の
経
理

に
対
す
る
能
力
の
高
さ
に
つ
い
て
述
べ
、
関
君

を
課
長
に
、
北
島
君
を
主
任
に
そ
れ
ぞ
れ
昇
格

さ
せ
た
い
と
説
明
い
た
し
ま
し
た
。
審
議
の
結

果
、
全
員
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
理
事
会
は
大
分
早
く
終
了
し
ま
し
た

が
、
最
後
に
鮄
川
副
会
長
の
閉
会
の
挨
拶
が
あ

り
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

花
見
見
物
に
は
少
々
寒
い
と
思
い
ま
す
が
、

八
重
洲
さ
く
ら
通
り
な
ど
で
花
見
を
な
さ
れ
る

予
定
の
先
生
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
お
聞
き
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
三
々
五
々
皆
さ
ん
の
地
元
に

お
帰
り
に
な
り
ま
し
た
。

ま
だ
肌
寒
さ
が
残
り
桜
の
花
が
散
り
始
め
る

中
、
全
国
か
ら
皆
様
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、

4
月
5
日（
日
）に
平
成
26
年
度
第
4
回
と
な
り

ま
す
理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小
林
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
今
回
も
報
告
事

項
か
ら
始
め
ま
し
た
。

ま
ず
、
総
務
部
遠
山
常
務
よ
り
、
第
3
回
理

事
会
以
降
の
行
事
に
つ
き
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

次
い
で
、
財
務
部
榮
田
常
務
よ
り
、
2
月
末
日

現
在
の
財
務
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
広

報
部
南
理
事
よ
り
、
J
M
C
ニ
ュ
ー
ス
1
3
6

号
・
春
潮
号
の
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
購
買
部
安
元
常
務
よ
り
、
1
月
25
日

に
開
催
さ
れ
た
第
2
回
購
買
部
会
に
つ
い
て
詳

細
な
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
福
祉
部
清
水
常
務

よ
り
、
2
月
8
日
に
開
催
さ
れ
た
福
祉
部
会
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
総
合
企
画
部
大
本
理
事

よ
り
、
総
合
企
画
部
調
査
研
究
会
の
報
告
が
あ

り
、
追
加
で
遠
山
常
務
よ
り「
H
C
C
」に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
私
か
ら
常
務
会
の
報

専
務
理
事　

岩い
わ

田た 

章あ
き

男お

理
事
会
だ
よ
り
第
二
十
八
回
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Q1	 JMC	news（全医協連ニュース）をご覧いただいていますか。
□ほとんど毎号読んでいる　　□ときどき読んでいる　　□あまり読んでいない

Q2	 「あまり読んでいない」をチェックされた方にお聞きします。それはどうしてでしょうか。
□時間がとれない　　□興味が持てない　　□その他（　　　　　　　　　　　）

Q3	 	すべてのみなさまにお聞きします。お手元の蒼翠号（137号）をお読みいだだき、印象あるいは感
慨深かったのは、どの記事ですか。3項目お選び下さい。
□特集　　□世界遺産　　□旅行記　　□薬になる植物　　□医師協の雑誌から　　□医療狂歌
□英訳で楽しむ俳句・川柳　　□ドクトル川柳　　□ブロック便り　　□理事会だより
□JMC Gallery　　□マンガ　　□その他（　　　　　　　　　　　）

Q4	 	これから取り上げて欲しい特集のテーマ、シリーズがございましたらお書きください。

　　　□特集テーマ　　　　　　　　　　　　　　　　　　□シリーズ

　平素よりJMC news（全医協連ニュース）の発行に対してご協力・ご愛顧を賜り、厚くお礼申し上げます。
　さて広報部会では、より良い紙面作りに誠意努力を重ねているところでございますが、皆様方から
のご意見・ご感想をいただき、今後の編集に反映させたいと考えてい
ます。
　つきましては、下記のアンケートにご協力いただきますよう、お願
い申し上げます。
　ご回答いただいた方の中から抽選で10名の方に2,000円の図書カー
ドをお贈りいたします。

ご意見・ご感想をお寄せください

……………………………………………………………………………………………………………………………き　り　と　り

JMC news（全医協連ニュース）に関しまして、ご意見・ご要望等ございましたら、ご自由にお書き下さい。

FAX  03-3562-4331
（全国医師協同組合連合会　事務局　行）

ご協力ありがとうございました。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆  アンケート  ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

お 名 前

ご 住 所 〒

電 話 番 号

所属医師協名

該当するところに □ を入れて下さい。
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理事会・部会だより理事会・部会だより

理事会報告理事会報告

＊第4回：平成27年4月5日（日） 全医協連会館 22名
第10号議案：新設医師協同組合加入承認について
第11号議案： 「九州ブロック選出・購買部調査研究

　員の途中交代」について
第12号議案：職員昇格について

役員推薦会議役員推薦会議

＊第1回：平成27年6月7日（日） ホテルイースト21 8名
1．次期役員候補者選出の件

広報部会報告広報部会報告

＊第3回：平成27年4月5日（日） 全医協連会館 20名
1．春潮号（136号）の反省について

・表紙は晴れやかである
・世界遺産は、観光的要素も取り入れ、体験談的

要素も含まれている。これからもこの形式でいく。
・JMC厚生会のページは、もっとわかりやすく掲

載してはどうか。
2．蒼翠号（137号）の発刊計画について
3．全医協連HCC（SNS）の活用について

広報部会としてテスト利用することが了承された。
4．次回部会開催日時の件

平成27年7月5日（日）午前10時30分より開催する。

福祉部会報告福祉部会報告

＊第3回：平成27年6月7日（日） ホテルイースト21 24名
1．平成26年度事業報告並びに平成26年度事業

計画（案）検討の件
2．平成27年度収支報告並びに平成26年度収支

計画（案）検討の件
3．平成27年度表彰組合選定基準検討の件
4．次回福祉部会日程の件

購買部会報告購買部会報告

＊第4回：平成27年6月7日（日） ホテルイースト21 24名
1．平成26年度事業報告（案）、平成27年度事業

計画（案）
2．平成26年度予算（案）
3．クリニカパック　名称変更について
4．商品の検討について
5．次回会議の日程について

総合企画部調査研究会報告総合企画部調査研究会報告

＊第3回：平成27年5月31日（日） 全医協連会館 12名
1．事務局代表者会議について
2．（仮称）新任事務局長会議・研修（案）の創設に

ついて

全医協連活動状況全医協連活動状況

◆平成27年
4 月4 日（土） 常務会、中間監査
4 月5 日（日） 第4回理事会、第3回広報部会
4 月25日（土）  東北北海道医師協同組合協議会定例

協議会に、小林会長・岩田専務理事・
榮田常務理事・喜多原事務局長・塚
越課長・関課長出席 

（ホテルメトロポリタン仙台）
5 月16日（土）  第1回医師協四国ブロック協議会に、

小林会長・岩田専務理事・喜多原事
務局長・森本次長・保坂主任・北島主
任出席（松山市・道後山の手ホテル）

5 月20日（水） 常務会
5 月30日（土）  東京都医師協同組合連合会第47回通

常総会懇親会に、小林会長・喜多原事
務局長出席（ロイヤルパークホテル）

5 月31日（日） 第3回総合企画部調査研究会
6 月6 日（土）・7 日（日）
  福祉・購買合同職員研修会 

（ホテルイースト21）
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6 月7 日（日）  第3回福祉部会、第4回購買部会、 
第1回役員推薦会議 

（ホテルイースト21）
6 月13日（土）・14日（日）
  近畿医療協同組合連合会第49回通常

総会に小林会長・喜多原事務局長出
席（神戸ポートピアホテル）

6 月17日（水） 常務会

今後の予定今後の予定

◆平成27年
7 月4 日（土） 常務会
7 月5 日（日） 第4回広報部会
8 月2 日（日） 第6回理事会、第2回役員推薦会議
9 月16日（水） 常務会
10月3 日（土） 常務会、期末監査
10月4 日（日） 第1回理事会、第1回広報部会
10月21日（水） 常務会
11月7 日（土）  第43回通常総会、第2回理事会、 

懇親会（東京マリオットホテル）
11月8 日（日）  第2回全医協連ゴルフコンペ 

（オークビレッジゴルフクラブ）
11月18日（水） 常務会
12月5 日（土）・6 日（日）
 事務局代表者会議
12月16日（水） 常務会
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緑
が
美
し
く
目
に
映
え
る
季
節
で
あ
る
。
そ
ろ
そ
ろ
編
集
後
記
の
準
備

を
、
と
思
っ
て
い
た
矢
先
に
口
永
良
部
島
で
突
然
の
爆
発
的
噴
火
、
一
瞬

に
し
て
風
景
を
灰
色
に
変
え
て
し
ま
う
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で

き
た
。
そ
し
て
、
翌
日
の
夜
に
は
小
笠
原
沖
Ｍ
8
・
1
の
地
震
で
全
国
が

揺
れ
た
。
地
震
列
島
、
火
山
大
国
と
言
わ
れ
る
日
本
は
東
日
本
大
震
災
以

来
、
益
々
、
各
地
で
地
震
、
火
山
の
噴
火
が
活
発
化
し
て
い
る
と
い
う
。
今

年
も
す
で
に
後
半
に
入
っ
た
が
、
こ
れ
以
上
の
自
然
災
害
が
起
こ
ら
な
い

こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。

日
本
の
世
界
遺
産
シ
リ
ー
ズ
が
昨
年
4
月
の
春
潮
号「
法
隆
寺
と
斑
鳩

の
里
」か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
大
変
好
評
の
裡
に
進
み
、
今
月
の
蒼
翠
号
の「
世

界
太
古
の
自
然
を
抱
え
る
屋
久
島
」で
、
早
く
も
6
回
目
と
な
る
。
い
ず
れ

の
記
事
も
、
き
れ
い
な
写
真
が
豊
富
に
散
り
ば
め
ら
れ
、
当
初
の
企
画
の

狙
い
通
り
文
化
的
な
背
景
と
と
も
に
、
手
作
り
感
が
あ
り
旅
行
記
的
な
内

容
と
な
っ
て
い
て
、
遺
産
巡
り
に
は
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
十
分
活
用
で

き
る
優
れ
も
の
で
あ
る
。こ
れ
か
ら
も
本
シ
リ
ー
ズ
が
益
々
楽
し
み
で
あ
る
。

ま
た
今
回
も
、
う
な
ず
き
な
が
ら
、
そ
し
て
思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
う「
医

療
狂
歌
」、「
英
訳
で
楽
し
む
俳
句
・
川
柳
」そ
し
て「
笑
っ
て
た
め
に
な
る

ド
ク
ト
ル
川
柳
」を
楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
。
是
非
、
今
後
も
休
ま

ず
に
連
載
し
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
広
報
部
部
会
員　

逢
坂
宇
一
）

●
編
集
後
記

●
編
集
後
記




